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本稿は、一九五六年二月の第二○回ソ連共産党大会でのフルシチョフ第一書記によるスターリン批判にはじまる社
会主義圏の全般的な危機の政治過程において、朝鮮民主主義人民共和国（以下、必要がない限り北朝鮮と略）でいか
な
る
問
題
が
生
じ
、
こ
れ
に
金
日
成
首
相
ら
が
い
か
に
対
応
し
て
き
た
か
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
北朝鮮の政治史、政治状況については、旧ソ連圏、社会主義国家の中でももっとも史料が少なく、常に謎であった。
この国家がどうして建設されたかをめぐって、あるいは運命を決した一九五○’五三年の朝鮮戦争すらも、冷戦期に
は政治神話か、政治的論争の題材ではあっても、真面目な学問的議論とは程遠く、多くは政治的スペキュレーション
の対象となってきた。最近になってようやく、ことに旧ソ連史料などが利用できるようになり状況は一変した。それ
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
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（１） 
で
も
資
料
公
開
の
度
合
い
は
不
均
等
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
偏
差
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
一
九
五
六
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
第
一
書
記
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
始
ま
る
社
会
主
義
圏
全
体
の
大
変
動
に
関
し
て
は
、
そ
の
世
界
的
な
衝
撃
に
多
く
の
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
ｃ
け
れ
ど
も
特
に
そ
の
東
ア
ジ
ア
、
こ
と
に
北
朝
鮮
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
で
の
冷
戦
研
究
が
遅
れ
て
お
り
、
中
国
と
の
関
係
で
多
少
議
論
が
あ
っ
た
程
度
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や
北
朝
鮮
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
も
あ
っ
て
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
は
金
曰
成
体
制
へ
の
抵
抗
が
、
中
国
派
、
ソ
連
派
系
の
労
働
党
員
か
ら
な
さ
れ
た
八
月
宗
派
事
件
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
ま
が
い
の
事
件
が
起
き
、
そ
し
て
九
月
に
は
ソ
連
共
産
党
の
ァ
・
ミ
コ
ャ
ン
、
中
国
共
産
党
の
彰
徳
懐
に
よ
る
介
入
が
あ
っ
た
も
の
の
、
（２） 
こ
の
と
き
の
金
日
成
反
対
派
は
粛
清
さ
れ
、
金
日
成
体
制
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
、
と
い
う
理
解
で
あ
っ
た
。
冷
戦
の
終
焉
、
ソ
連
崩
壊
と
と
も
に
現
れ
た
新
た
な
史
料
状
況
が
こ
の
よ
う
な
壁
を
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
ｃ
朝
騨
戦
争
に
つ
い
て
の
研
（３） 
究
が
出
さ
れ
、
ま
た
ロ
シ
ア
側
文
書
館
か
、
ｂ
の
資
料
集
も
翻
訳
さ
れ
た
。
だ
が
そ
れ
で
も
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
欧
米
の
筆
△
室
で
は
標
準
的
な
研
究
で
あ
る
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
の
よ
う
な
修
正
主
義
学
派
の
仕
事
が
、
ま
っ
た
（１） 
くスターリン批判とその影響に一一一巨及していないのは象徴的である。
こ
う
し
た
中
で
は
、
日
本
の
研
究
で
は
高
峻
石
『
北
朝
鮮
現
代
史
入
門
』
批
評
社
、
’
九
八
八
年
、
和
田
春
樹
『
北
朝
鮮
ｌ
遊
撃
隊
国
家
の
現
在
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
な
ど
が
五
六
年
の
過
程
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
和
田
教
授
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
労
働
党
内
の
闘
争
問
題
に
限
定
し
て
論
じ
て
い
る
。
和
田
春
樹
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
朝
鮮
研
究
で
も
こ
の
よ
う
な
事
件
は
あ
っ
て
も
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
体
制
を
、
「
ほ
か
の
社
会主義国と同様の土台の上に、北朝鮮独自の構造ｌこれは六七年の唯一思想の確立とされるＩが積み重ねられた」
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い
う
ま
で
も
な
く
ソ
連
大
使
館
は
、
北
朝
鮮
国
家
形
成
に
決
定
的
な
、
主
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
極
東
ソ
連
軍
の
政
治
将
校
で
あ
っ
た
Ｔ
・
シ
ュ
ト
イ
コ
フ
は
、
四
五
年
八
月
以
来
朝
鮮
半
島
全
般
の
政
治
に
深
く
関
与
し
、
四
八
年
九
月
の
建
国
以
降
の
初
代
大
使
と
な
る
。
も
っ
と
も
朝
鮮
戦
争
で
、
米
軍
の
反
撃
を
受
け
金
日
成
体
制
が
危
機
に
瀕
し
た
五
○
年
秋
に
は
解
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
ソ
連
大
使
館
は
北
朝
鮮
を
巡
る
政
治
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
北
朝
鮮
専
門
家
Ｖ
・
ペ
ト
ロ
フ
ら
に
よ
れ
ば
、
金
曰
成
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一一一
鮮の政治史料である。
二
一
○
ペ
ー
ジ
）
と
見
る
和
田
氏
の
視
点
に
は
、
こ
の
「
ほ
か
の
社
会
主
義
と
同
様
の
土
台
」
が
、
’
九
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
で
お
お
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
と
い
う
認
識
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ソ
連
派
、
延
安
派
の
金
日
成
批
判
の
口
実
程
度
の
問
題
へ
と
こ
の
争
点
は
還
元
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
外
は
ロ
シ
ア
出
身
の
歴
史
家
ア
ン
ド
レ
イ
・
ラ
ー
ー
コ
フ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
数
少
な
い
ソ
連
史
料
、
ま
た
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
利
用
し
た
研
究
書
で
あ
る
、
一
九
九
五
年
に
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
『
北
朝
鮮
』
か
ら
、
二
○
○
五
年
に
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
出
し
た
（５） 
『北朝鮮の危機、スターリン批判の限界」を〈己め盲向く評価できる。
こ
う
し
た
状
況
を
作
り
出
し
て
き
た
理
由
の
一
つ
は
、
史
料
の
不
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
北
朝
鮮
国
家
の
創
成
と
展
開
に
少
な
く
と
も
五
○
年
代
ま
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ソ
連
側
の
有
益
な
史
料
が
見
つ
か
っ
た
。
と
く
に
一
九
五
三
’
五
七
年
の
ソ
連
共
産
党
国
際
部
関
連
資
料
が
、
現
代
ロ
シ
ア
国
家
現
代
史
史
料
館
（
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
）
か
ら
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
も
公
開
さ
れ
た
が
、
歴
史
家
や
政
治
学
者
は
見
逃
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
筆
者
が
二
○
○
四
年
秋
に
こ
れ
を
発
掘
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
五
六
年
前
後
の
も
っ
と
も
危
機的時期における北朝鮮の政治状況をソ連側からみた史料をつうじて一瞥することが可能となった。
中
で
も
こ
の
関
連
で
貴
重
な
も
の
は
当
時
ソ
連
大
使
館
か
ら
本
国
に
お
く
ら
れ
た
大
使
や
公
使
ら
の
日
誌
、
報
告
書
が
映
し
出
す
北
朝
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もちろん限界もある。ソ連共産党がミコャン、中国共産党が彰徳懐を一緒に派遣して金日成追い落としをはかった、
九
月
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
の
記
録
が
、
こ
れ
ら
外
交
史
料
、
旧
共
産
党
国
際
部
の
史
料
に
は
抜
け
て
い
る
。
こ
れ
が
大
統
領
（
旧
共
産
党
政
治
局
）
文
書
館
に
行
っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
れ
を
他
の
史
料
で
補
う
こ
と
で
、
決
定
的
な
平
壌
の政治ドラマを再現することができる。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
四
（６） 
首相自身がたびたびソ連大使館に足を運んでいた。イワノフ大使蕾ｂの幹部は南日外相を始め最高指導部とほとんど日
常
的
に
接
触
し
て
い
た
。
危
機
的
な
一
九
五
六
年
の
政
治
過
程
に
あ
っ
て
、
あ
ら
わ
れ
た
金
体
制
へ
の
反
対
派
を
ふ
く
め
た
有
力
政
治
家
も
大
使
館
と
の
接
触
を
求
め
た
。
ま
た
ソ
連
大
使
館
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
官
や
、
五
六
年
七
月
の
金
日
成
ソ
連
・
東
欧
訪
問
を
通
じ
て
、
東
欧
の
大
使
た
ち
も
ソ
連
大
使
と
頻
繁
に
会
っ
て
い
た
。
こうして彼らによって、躍果されモスクワに送られる資料は有益であった。なかでもこの当時の北朝鮮駐在ソ連大使
ワ
シ
ー
リ
ー
・
イ
ワ
ノ
フ
や
臨
時
大
使
ペ
ト
ロ
フ
の
日
誌
は
、
こ
の
と
き
の
平
壊
の
政
治
情
勢
に
興
味
深
い
視
座
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
ワ
シ
リ
ー
・
イ
ワ
ノ
ビ
ッ
チ
・
イ
ワ
ノ
フ
は
一
九
五
二
年
か
ら
五
七
年
ま
で
大
使
を
つ
と
め
た
ベ
テ
ラ
ン
外
交
官
で
あ
っ
た
。
ま
た
労
働
党
幹
部
た
ち
の
演
説
や
、
ソ
連
系
朝
鮮
人
な
ど
大
使
館
員
た
ち
に
伝
え
て
い
た
談
話
の
数
々
は
、
う
か
が
い
知
れ
な
か
っ
た
北
朝
鮮
の
実
像
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
手
が
か
り
と
し
て
、
一
九
五
六
年
前
後
の
北
朝
鮮
政
治
史
の
決
定
的
瞬
間
に
お
け
る
グリンプスを探りたい。
ｌ
朝
鮮
戦
争
後
の
北
朝
鮮
情
勢
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当一なものであり、こ（
である。地方の働きエ
場での認識であった。
交渉もすすんだ。
他
方
で
ソ
連
は
朝
鮮
戦
争
後
の
北
朝
鮮
情
勢
も
注
意
深
く
監
督
し
て
き
た
。
ソ
連
大
使
館
な
ど
を
支
え
た
の
は
、
大
使
館
が
持
っ
て
い
た
人
脈
に
加
え
、
ソ
連
共
産
党
出
身
、
あ
る
い
は
二
重
党
籍
の
労
働
党
員
が
北
朝
鮮
の
幹
部
と
し
て
活
動
、
情
報
を
提
供
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
率
直
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
四
年
三
月
に
Ａ
・
ペ
ト
ロ
フ
参
事
官
と
会
話
し
た
慈
江
道
の
人
民
委
員
会
委
員
長
の
朴
ド
ミ
ト
リ
ェ
フ
は
こ
の
よ
う
な
働
き
手
で
、
二
八
年
か
ら
ソ
連
共
産
党
員
で
あ
っ
た
。
彼
は
党
と
政
府
に
は
、
不
健
全
な
「
金
日
成
に
対
す
る
へ
つ
ら
い
」
が
あ
り
、
穀
物
調
達
な
ど
で
多
く
の
活
動
の
欠
陥
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
農
民
の
不
満
は
相
（８） 
当なものであり、このため彼らは「蜂起寸一別である」。播種用の穀物まで食べ尽くし、このため播種まで回らないの
で
あ
る
。
地
方
の
働
き
手
に
は
党
と
政
府
へ
の
不
満
が
充
満
し
て
い
る
。
農
村
で
の
状
況
は
脅
威
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
の
が
現
朝鮮戦争は、北朝鮮の社会や経済に甚大な被害を与えた。一九五六年ソ連政府の北朝鮮経済に関する報告書では、
人
口
（
除
、
軍
人
）
は
八
五
二
万
八
○
○
○
名
だ
っ
た
。
戦
争
の
経
済
的
損
害
は
、
四
二
○
○
億
ウ
ォ
ン
、
八
七
○
○
の
企
業
、
六
○
万
（７） 
の
家
屋
、
五
○
○
○
以
上
の
学
校
が
失
わ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
を
長
引
か
せ
た
の
は
、
Ｉ
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
治
意
志
で
あ
っ
た
が
、
’
九
五
三
年
三
月
の
こ
の
独
裁
者
の
死
が
、
こ
の
戦
争
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
。
か
れ
の
死
後
、
短
命
に
終
わ
っ
た
内
務
担
当
の
ラ
ブ
レ
ン
チ
ー
・
ベ
リ
ャ
を
は
じ
め
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
マ
レ
ン
コ
フ
首
相
、
そ
の
後
党
第
一
書
記
と
な
っ
た
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ら
の
新
指
導
部
が
、
世
界
戦
争
は
不
可
避
と
見
た
ス
タ
ー
リ
ン
型
の
戦
争
観
を
転
換
、
平
和
共
存
政
策
に
乗
り
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ソ
連
の
経
済
政
策
で
も
重
工
業
か
ら
農
業
、
消
費
財
重
視
の政策へと梶を切った。平和共存政策のなか、一九五四年四’六月にはジュネーブで朝鮮戦争停戦を平和協定にする
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
五
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こ
う
し
た
支
援
の
枠
の
中
だ
が
、
し
だ
い
に
金
日
成
体
制
の
独
自
性
が
表
面
に
出
出
し
た
。
停
戦
後
の
一
九
五
四
年
四
月
に
北
朝
鮮
は
最
高
人
民
会
議
第
一
期
第
七
次
会
議
で
五
六
年
ま
で
の
三
カ
年
計
画
と
い
う
経
済
再
建
に
乗
り
だ
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
期
待
さ
れ
て
い
た
平
時
路
線
へ
の
転
換
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
は
一
九
四
九
年
、
つ
ま
り
朝
鮮
戦
争
前
の
水
準
を
総
生
産
高
で
一
・
五
倍
に
す
る
と
（９） 
い
っ
た
、
い
っ
そ
う
の
独
自
、
強
硬
路
線
へ
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。
依
然
と
し
て
重
工
業
重
視
、
対
決
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
戦
後
北
朝
鮮
の
工
業
化
は
、
一
九
五
五
年
に
は
、
す
で
に
四
九
年
の
水
準
を
五
割
も
こ
え
て
い
た
。
し
か
し
反
面
消
費
財
な
ど
は
こ
の
（、）
四
九
年
の
水
準
に
及
ば
な
か
っ
た
。
と
く
に
私
的
企
業
は
五
五
年
段
階
で
抑
圧
さ
れ
た
た
め
に
、
国
営
・
協
同
組
合
企
業
の
一
パ
ー
セ
ン
（Ⅲ） 
卜
強
で
し
か
な
か
っ
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
共
産
党
書
記
の
訪
朝
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
参
考
資
料
、
一
九
五
四
－
五
五
年
の
経
済
総
括
で
は
、
（四）
工
業
で
は
超
過
達
成
さ
れ
た
が
、
農
業
で
は
計
画
は
未
達
成
で
、
配
給
制
度
も
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
独
裁
的
色
彩
を
強
め
る金日成は重工業、軍需工業への投資をやめることなく、他方犠牲になった消費や再建は後回しとなった。
ソ
連
の
北
朝
鮮
専
門
家
は
小
企
業
ク
ス
タ
ー
リ
エ
業
の
遅
れ
を
警
告
し
て
い
た
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
型
の
思
考
モ
デ
ル
に
染
ま
っ
た
北
朝
鮮
指
導
部
は
無
視
し
、
そ
の
一
掃
に
動
い
た
。
農
業
も
お
く
れ
、
五
五
年
の
播
種
面
積
は
四
九
年
の
九
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
った。ソ連専門家の忠告をよそに消費財は恐ろしく高く、また農民はこの犠牲となっていた。飢餓も起こっていた。
北
朝
鮮
で
は
徴
税
の
た
め
い
や
が
る
民
衆
に
暴
力
行
使
を
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。
このような状況は北朝鮮のエリートにも十分感得されていた。副首相で初代科学院長だった供命烹は、五六年六月
与は別の形で存続した。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一ハ
ま
た
金
曰
成
首
相
も
ソ
連
と
の
関
係
を
最
大
限
に
重
視
し
、
一
九
五
三
年
九
月
、
そ
し
て
五
五
年
四
月
末
に
は
ソ
連
を
訪
問
、
こ
と
に
経済再建への協力を求めた。中国も引き続き五○万以上の人民志願軍が北朝鮮に駐留していた。中ソの北朝鮮への関
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一四日、北朝鮮の生活水準が戦前レベルに達していないことをイワノフ大使に指摘、特に一九五五年の穀物調達政策
の
「
歪
曲
」
で
、
農
民
た
ち
が
地
方
人
民
委
員
会
に
大
い
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
多
く
の
場
所
で
収
種
の
半
分
以
上
（昭）
が
だ
め
に
な
っ
た
。
し
か
し
農
業
省
と
国
家
計
画
委
員
〈
室
は
、
党
と
政
府
に
、
農
民
の
生
活
水
準
が
戦
前
レ
ベ
ル
に
達
し
た
か
の
よ
う
な
偽情報を出したのである。彼は農業改善には時間がかかると示唆した。彼はソ連大使に、統一のためには北の生活水
準が南より高くなければならないが、そのためには最低一○年はかかる、とも指摘した。南北格差で北がおとってい
ることを北朝鮮指導部が認めていた興味深い指摘である。
ソ
連
側
が
こ
の
金
日
成
の
特
異
な
側
面
に
注
目
す
る
の
は
、
五
五
年
一
月
、
ソ
連
党
中
央
委
員
会
、
閣
僚
会
議
が
北
朝
鮮
問
題
を
取
り
上
げ
た
時
で
あ
る
。
「
労
働
党
内
や
国
内
で
は
、
依
然
と
し
て
個
人
崇
拝
が
強
化
、
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
党
指
導
部
内
で
は
こ
うする以外今は方法がない、といわれる。金日成は依然として、党委員長職と首相職、朝鮮人民軍の最高司令官を兼
務している。そしておおくの他の党や国家機関を指導している。彼の声は決定的であるし、通常審議の対象外である。
党
や
政
府
の
指
導
者
た
ち
も
、
自
己
の
主
導
性
を
発
揮
で
き
な
い
。
金
日
成
の
指
示
を
待
た
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
金
曰
成
が
、
（Ｍ） 
す
で
に
決
ま
っ
た
党
や
政
府
の
決
定
に
反
し
て
指
示
を
出
す
こ
と
も
ま
れ
で
な
い
」
と
決
議
は
触
れ
た
。
副
首
相
崔
昌
益
の
よ
う
な
最
高
幹
部
も
ま
た
、
ソ
連
大
使
館
員
に
会
い
、
．
九
五
四
年
の
収
穫
が
公
言
さ
れ
た
二
九
○
万
ト
ン
で
は
なく、二六○’七○万トンしかなかったのに、予想に基づいた現物税がとられた」として農民が不満に思っている、
実
際
、
こ
の
よ
う
な
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
四
年
秋
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
は
穀
物
調
達
の
指
示
を
だ
し
た
。
形
式
的
に
は
こ
（川）
れは任意の性格を持つと説明された。しかしそれは実際は強制的性格をおびていた。だが｝」の結果としての一九五五
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
七
（脇）
と伝一えていた。
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こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
指
導
部
で
の
意
見
の
分
岐
が
は
っ
き
り
し
始
め
た
。
戦
後
の
朝
鮮
労
働
党
内
は
、
金
曰
成
の
朝
鮮
戦
争
中
か
らの反対派指導者の度重なる粛清にもかかわらず、最大派閥であった延安派や、ソ連からの朝鮮人などを中心に、い
く
つ
か
の
派
閥
か
ら
な
る
連
合
的
性
格
を
完
全
に
払
拭
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
政
府
な
ど
で
こ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
経
済政策では軽工業重視への政策転換を求める声も延安派、ソ連派などにあった。
なかでも五四年一○’二月、党の指導幹部が農村で強硬な穀物調達を指揮した時、ソ連派の朴昌玉や朴永彬が、
（則）
このような強硬路線に反対し、これを支持する金日成とぶつかった。この傾向はソ連派の朴永彬が宣伝煽動部長につ
いた一九五五年二月には次第に分極化の様相をみせだした。なかでも朴は、金日成が個人崇拝を進め、朝鮮統一や建
設問題ですべての権限を独占する傾向を持つことを批判し始めた。朴が大使館のフィラトフに五六年二月に語ったと
ころでは、五五年四月の金日成のソ連訪問を前に、対立が生じていた。中国派の金科奉とソ連派の朴昌玉とは金日成
（理）
の権限を削減することを提案し、金日成もまた党務に専念することにいったん同意した。ただ金は誰が首相職になる
（卯）
が一時すべて閉鎖された。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
八
〈Ⅳ》
年の穀物収種は、朝礫蹄戦争前の四九年の一一八○万トンに対し、一一四○万トンでしかなかった。ソ連大使館のペトロフ
（肥）
参事、宮も、毎年中ソが北朝鮮に二○万トンもの食蛎裡援助を行っていると、東ドイツの外交官に伝えていた。ソ連大使
館からの一九五四年北朝鮮経済に関する総括文書でも、一閉北の分断がある中では、北側が大衆の生活水準向上に注意
（⑲） 
を
い
っ
そ
う
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
だが五五年四月の朝鮮労働党●中央委員会全員会議では、金日成首箱禮は党の階級的教育の強化と称して強硬路線をさ
らに押し進めた。搾取者階級の絶滅という目的で『砕叩交易や『悴的企樂至家が対象となった。平壊ではすべて９私的企業
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かについては帰国後提案したいといった。
こうしたあとをうけて五五年四月末、金日成はモスクワを訪問した。その時、ソ連側に手渡された五七年以降の五
カ年計画案も、「社会主義工業化の基礎の完成」、重工業化の推進、個人農の完全な改造といった、典型的なスターリ
（羽）
（割）
ン型経済モデルが並んでいた。ソ連共産党はこの段階で個人崇拝の否定的効果について注意を促したようである。実
際
、
ソ
連
共
産
党
の
外
国
共
産
党
連
絡
部
史
料
に
あ
る
「
朝
鮮
の
指
導
者
と
の
会
見
に
向
け
た
基
本
問
題
」
と
い
う
内
部
文
瞥
で
は
、
川
重工業重視、②農業軽視、③勤労者の生活軽視、川集団指導や党内民主主義の軽視、⑤統一問題での平和的方法、統
（鰯）
一
戦
線
組
織
の
軽
視
、
⑥
中
国
と
の
関
係
の
軽
視
、
と
い
っ
た
問
題
が
北
朝
鮮
に
は
あ
る
と
分
析
し
て
い
た
。
同
時
に
作
ら
れ
た
「
朝
鮮
民主主義人民共和国の状態に関する情報」という文章でも、「朝鮮労働党の活動に生じた著しい欠陥があり、その除
（妬）
去
を
支
援
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
以
上
の
提
言
を
う
ら
づ
け
る
資
料
が
並
ん
で
い
た
。
と
り
わ
け
そ
の
第
四
項
目
で
は
、
党
、
政
府
、
軍
の
最
高
権
力
を
維
持
し
て
い
る
金
日
成
の
個
人
崇
拝
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。
だ
が
金
日
成
は
そ
れ
な
し
で
や
っ
て
い
け
な
い
と
う
（罰）
そ
ぶ
い
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
は
農
民
に
対
す
る
抑
圧
に
批
判
的
だ
っ
た
。
この問題は、統一問題にも関連し、北朝鮮の独自の統一路線の策定と、これに対し平和共存、朝鮮半島での平和路
線を求めるソ連新指導部の懸隔となって、ソ連外交専門家たちの注目を引き始めていた。
北朝鮮が戦後の南北統一路線を綱領的に明確にしたのは、五五年一月の朝鮮労働党内部文醤「現段階における我が
革命の性格と北朝鮮における社会主義建設事業での基本課題」という文書であったが、これは中央委員会で議論され
（蝿）
「てものではなく、綱領が採択されるまでの基本文献として宣伝煽動部が内部で作成した文献であった。これは四月の
全員集会で「すべての力を祖国統一独立と共和国北半部における社会主義建設のためにＩ我が革命の性格と課題に関
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
〒
斗
米
）
九
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おそらく一九五四’五五年の金日成による強硬路線の仕上げが五五年一一一月一一’三日に行われた第回朝鮮労働党
中
央
委
員
会
全
員
会
議であった。この全員会議は、一九四九年の南北労働党の合同を起点にして数えるものであった。
川
二
月
全
員
会
議
で
の
農
業
復
興
決
議
実
施
で
の
欠
陥
に
つ
い
て
このときの訪問の会談内容はわからないが、帰国後六月の拡大政治委員会議では、個人崇拝への若干の批判が出た。
金
日
成
も
政
府
、
党
中
央
の
誤
り
を
認
め
、
経
済
政
策
の
一
定
の
修
正
、
と
く
に
私
的
商
業
の
解
禁
を
は
か
っ
た
。
九
月
、
金
は
首
相
職
に
崔
庸
健
を
提
案
し
た
。
し
か
し
朴
正
愛
、
朴
昌
玉
、
そ
し
て
朴
永
彬
が
崔
の
資
質
の
低
さ
を
理
由
に
反
対
し
た
た
め
に
、
金
日
成
と
他
の
指
導
部
と
の
緊
張
し
た
関
係
が
続
い
た
。
金
に
接
近
し
て
い
た
朴
正
愛
だ
け
が
こ
の
崔
を
首
相
と
す
る
人
事
に
賛
成
に
ま
わ
っ
た
だ
け
（釦）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
この文章について大使館員スーズダリョフが外務省のフェドレンコに送ったメモでは、「多くの正しくない命題」
がある、「中央委員会が朝鮮半島統一での平和的手段に言及していない」と、きわめて批判的で、彼らに平和統一を
促すべきことを指摘していた。また朝鮮戦争は国の力で戦われたという一方、中ソからの支援には言及していないこ
（抑）
とに３Ｄ注意が払われた。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一○
す
る
テ
ー
ゼ
」
の
な
か
で
さ
ら
に
展
開
さ
れ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
骨
子
は
北
朝
鮮
で
の
み
で
社
会
主
義
が
可
能
と
す
る
考
え
に
な
っ
て
い＿
く型
◎ 
２
一
九
五
五
年
一
二
月
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
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団
化に関して、ソ牽
点を認めた一方で、
Ｈ
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
協
同
組
合
で
は
、
個
人
経
営
よ
り
も
生
産
性
が
低
い
こ
と
、
北
威
鏡
道
の
よ
う
に
、
収
種
は
個
人
農
時
代
よ
り
も
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
経
営
で
低
い
こ
と
、
無
関
心
、
否
定
的
態
度
が
あ
る
こ
と
、
口
労
働
規
律
も
低
い
こ
と
。
四
三
八
七
共
同
経
営
の
数
字
で
は
、
一
九
五
五
年
第
一
四
半
期
の
平
均
の
協
同
組
合
へ
の
参
加
率
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た
。
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
半
年
で
五
五
労
働
日
数
し
か
働
い
て
な
か
っ
た
。
こ
の
記
帳
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
曰
協
同
組
合
の
規
約
も
な
く
、
あ
っ
て
も
破
ら
れ
て
い
る
卿
幹
部
の
不
足
。
委
員
長
の
三
割
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
（鋤）
と
、
指
摘
さ
れ
た
。
協
同
組
合
は
経
営
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
捕
捉
し
て
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一一
特
に
農
業
で
の
強
硬
策
を
め
ぐ
る
最
初
の
決
議
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
が
、
副
首
相
兼
農
業
相
の
金
一
が
報
告
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
多
く
は
公
式
的
な
自
画
自
賛
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
金
一
報
告
は
、
播
種
面
積
の
減
少
な
ど
農
業
面
で
の
落
ち
込
み
に
も
注
目
が
（犯）
い
っ
た
。
中
で
も
個
人
経
営
の
畜
産
用
の
調
達
は
マ
グ
サ
で
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
絶
望
的
に
ひ
ど
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
年
度
の
現
物
で
の
収
種
か
ら
と
い
う
現
物
税
が
あ
ま
り
に
厳
し
い
た
め
に
、
こ
れ
を
数
年
単
位
の
平
均
か
ら
割
り
出
す
方
式
に
改
め
る
と
言
わ
れ
た
。
ソ
連
側
史
料
で
興
味
深
い
の
は
、
大
使
館
に
送
ら
れ
た
朝
鮮
労
働
党
の
協
同
組
合
政
策
の
関
連
資
料
で
あ
る
。
当
時
進
行
中
の
農
業
集
団
化
に
関
し
て
、
ソ
連
大
使
館
は
独
自
に
ソ
連
人
農
業
専
門
家
を
地
方
に
も
派
遣
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
精
査
し
た
結
果
、
集
団
化
の
利
が、提起された。
③
組
織
問
題
②
第
三
回
党
大
会
招
集
に
つ
い
て
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しかしその内部の過程は、レーニン、特にスターリンの集権的で、一枚岩の前衛党組織のイメージとは相当異なっ
ていた。というのも急速に統治党として党員数が拡大する中、幹部となるような人材は多くなかったからである。朝
鮮
戦
争
期
と
そ
の
後
を
ふ
く
め
、
四
派
の
関
係
は
悪
く
、
抗
争
と
粛
清
と
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
う
ち
国
際
的
な
支
援
の
な
か
っ
た
朴
憲
永（一九○○’五六）らの国内派（南労党系）が最も早く権力中枢から追放され、’九五二年一二月の中央委員会五
回全員会議において宗派主義と断罪された。朴自身は、五三年八月の党中央委員会決定で、労働党中央委員会、北朝
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一九五五年一二月党中央委員会全員会議（総会）での論点の一つは組織問題であったが、その本質は、朴昌玉副首
（鈍）
相、朴永彬党宣伝部長などソ連派朝鮮人への攻撃に他ならなかった。ここでは金曰成自身が報告した。金曰成は、組
織問題に関しては欠陥もあったものの、総じて党の政策は正しかった、というものであった。労働党の党員数は二
（鯛）
六万に達していた。北朝鮮の人口は当時公表されなかったが、ソ連が評価したところでは、軍人以外で八五二万八○
（鋼）
○○人と見なされていた。人口八人につき一人が党員であったことになる。もっとも五○年代半ばには粛清があり、
党員数は伸びていなかったものの、大きな数であった。
こ
の
問
題
に
は
党
内
で
の
複
雑
な
過
程
、
歴
史
的
経
緯
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
共
産
党
は
一
九
二
五
年
創
設
さ
れ
た
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
一
国
一
党
方
針
に
従
い
、
ま
も
な
く
解
散
さ
れ
た
。
戦
後
、
や
や
複
雑
な
経
緯
を
経
て
、
’
九
四
六
年
八
月
の
北
朝
鮮
で
の
労
働
党
形
成
に
到
っ
た
。
そ
の
指
導
部
は
、
四
つ
の
派
閥
、
つ
ま
り
延
安
派
、
ソ
連
派
、
南
労
党
な
ど
国
内
派
、
そ
し
て
金
日
成
ら
の
パ
ル
チ
ザ
ン
派
の微妙な均衡からなっていた。というのも一九四五年以降、朝鮮半島での労働運動が再建される過程で、中国共産党
やソ連共産党の機関からの推薦状をもった人物が、北朝鮮の労働党幹部に登用され、これによって党指導部が構成さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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鉾政府への陰謀に加担し、アメリカとつながりがあったとして党除名と裁判回付が決定された。もっともソ連共産党
（源）
中央委員〈二への報告では五五年五月になっても裁判もなしで拘留されていた。
こうしたなか次の焦点は延安派、つまり中国共産党系の大物、朴一禺であった。かれは中国の人民志願軍総司令彰
徳懐との深い関係がある人物で、朝鮮戦争時は中朝合同司令部での副司令をつとめ、四八年から内務相でもあったが、
一九五五年はじめ逮捕された。
ソ連派もまた批判を免れなかった。その中心人物、許ガイは党内では第三位であったが、ソ連の極東、中央アジア
で
活
動
し
、
共
産
党
中
央
委
員
会
の
書
記
で
あ
っ
た
パ
ー
ベ
ル
・
ポ
ス
テ
ィ
シ
ェ
フ
と
の
関
係
が
深
く
、
ソ
連
共
産
党
の
組
織
理
論
を
労
働
党
に
持
ち
込
ん
だ
。
だ
が
五
一
年
末
の
朝
鮮
戦
争
時
か
ら
金
日
成
と
対
立
、
五
三
年
自
殺
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
に
近
か
っ
た
朴
昌
（鍋）
玉や朴、氷彬もまた批判を受けていた。
し
か
し
五
五
年
ま
で
に
、
経
済
問
題
の
深
刻
化
に
よ
っ
て
、
金
日
成
が
次
第
に
独
裁
権
限
を
集
中
し
て
き
た
党
内
の
微
妙
な
均
衡
は
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
五
五
年
ま
で
に
金
日
成
は
ソ
連
系
朝
鮮
人
が
朝
鮮
籍
か
、
二
重
国
籍
を
と
る
こ
と
を
ソ
連
に
要
諦
、
一
一
月
に
ソ
連
最
高会議幹部会はこれを認めた。このことは北朝鮮がソ連系朝鮮人に対する統制を強めることになったが、彼らの不満
一九五五年一二月の中央委員会全員会議で金日成は幹部問題に論究し、ソ連派への批判的論調を強めた。彼による
と、解放後幹部は不足しており、このため労働党は、ソ連共産党や中国共産党機関の推薦状を有する幹部を徴募する
方式をとったが、このことが、中国からやってきた朴一禺、ソ連からやってきた許ガイといった人物が幹部に入った
理
由
で
あ
っ
た
、
と
金
は
あ
え
て
反
対
派
が
外
国
勢
力
の
介
入
を
促
す
径
路
と
な
っ
た
と
関
連
づ
け
た
。
こ
の
う
ち
朴
一
禺
は
、
金
の
言
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
’一一一
（明）
Ｊｂ高十よった。
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（帽）
大使館員に指摘していた。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一四
葉
で
は
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
で
武
装
し
て
お
ら
ず
、
政
治
的
功
名
心
か
ら
反
党
活
動
を
行
っ
た
」
人
物
で
あ
っ
た
。
イ
ワ
ノ
（釦）
フ大使が日誌に書いたところによると、朴は金曰成や崔庸健壹ｂ彼の仲間に否定的であった。他方、ソ連派の許ガイは
党の秘書（書記）として組織指導員部を握り、家族主義や集団主義の雰囲気をつくり、彼とともに「ソ連からやって
（弧）
きた近い友人で周りを固めた」と、金曰成は非難した。この党内での傾向は〈「でも続いているとも金曰成は指摘した。
許ガイのこのやり方は党宣伝煽動部の朴永彬も踏襲していると金は否定的であった。朴もまた全員会議で解任された。
こ
う
し
て
、
組
織
問
題
に
関
し
て
全
員
会
議
で
は
、
仙
崔
庸
健
、
朴
金
詰
を
党
副
委
員
長
に
す
る
②
林
海
を
党
統
制
委
員
会
委
員
長
に
す
る
（枢）
③党宣伝煽動部長朴、一祇彬の解任
といった金日成寄りの人事を強行した。
彼が、当初は首屋相に推挙し、実際は副委員長とした崔庸健は、形式的には、民主党の委員長であったが、もともと
古くからの中国共産党員、遊撃隊活動でも金曰成に近い人物であって、このような人事は党中央を金日成派で固めた
（⑬） 
ものにほかならなかった。彼はことにソ連派朝鮮人に厳しかったといわれる。しかしここでは崔を登用した金の人事
（斜）
が政治会議で即座には賛同を得られなかったことも重要であろう。金曰成の独裁はまだ不完全でもあった。それでも
ソ連共産党員であった朴永寵聖旦伝煽動部長の解任が金日成礼賛へのさらなる引き金になった、と副首相朴昌玉はソ連
同時に、ここでは四八年以来開かれることのなかった第三回労働党大会を五六年四月二三日に開催することになっ
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た
。
じ
っ
は
第
三
回
と
い
う
言
い
方
は
、
四
九
年
に
開
催
さ
れ
た
は
ず
の
合
同
会
議
を
無
視
し
た
（
も
っ
と
も
規
約
も
承
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
）
も
の
で
あ
っ
て
、
北
朝
鮮
労
働
党
の
み
の
正
当
性
を
訴
え
る
と
い
う
考
え
方
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
こ
の
大
会
設
定
も
ま
た
金
曰
成
一
派
中
心
の
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
五
五
年
末
に
は
金
日
成
は
党
の
掌
握
に
自
信
を
深
め
た
。
実際この党中央委員会決議の真の性格はまもなく明らかになった。じっはソ連派朝鮮人にたいする金ら主流派から
の
攻
撃
、
ソ
連
の
影
響
力
の
排
除
と
い
う
性
格
を
帯
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
か
ら
き
た
朝
鮮
人
の
間
に
は
、
こ
の
許
ガ
イ
派
へ
の
党
中
央
の
抑
圧
と
と
れ
る
、
カ
ン
パ
ニ
ァ
方
式
で
の
人
事
は
不
満
を
招
い
て
い
た
。
こ
の
点
に
コ
メ
ン
ト
し
た
ソ
連
大
使
館
の
サ
ム
ソ
ノ
フ
ー
等
瞥
記
官
は
、
こ
の
点
で
の
間
違
い
を
犯
し
た
ソ
連
系
朝
鮮
人
に
関
す
る
、
す
べ
て
の
朝
鮮
人
の
間
で
の
あ
ら
ぬ
噂
と
な
っ
て
い
る
と
注
目
し
て
い
た
。
一
二
月
二
七
’
八
日
に
は
拡
大
常
任
委
員
会
が
ひ
ら
か
れ
、
こ
こ
で
四
○
○
人
の
前
で
、
朴
昌
玉
ら
ソ
連
派
は
自
己
批
（㈹）
判
を
迫
ら
れ
た
。
金
日
成
は
、
一
五
名
の
高
級
幹
部
が
ソ
連
か
ら
来
た
許
ガ
イ
派
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
国
家
計
画
委
員
〈
雪
の
朴
昌
玉
は
、
（鞭）
こ
の
よ
う
な
理
由
で
解
任
さ
れ
た
経
過
に
つ
い
て
翌
年
四
月
大
使
館
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ソ
連
大
使
館
の
こ
の
分
析
者
は
、
こ
の
よ
う
な
「
否
定
的
現
象
」
は
そ
の
都
度
点
検
し
、
処
分
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
一
挙
に
カ
ン
パ
ニ
ァ
方
式
で
誤
り
を
犯
し
た
集
団
〈網）
を
処
断
す
る
方
式
は
批
判
を
免
れ
な
い
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
一
二
月
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
も
う
一
つ
主
題
と
な
っ
た
の
は
「
文
化
戦
線
」
で
あ
っ
た
。
文
学
の
評
価
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
一
環
と
し
て
、
政
治
対
立
の
表
現
で
あ
っ
た
の
は
当
時
の
社
会
主
義
圏
で
は
共
通
し
た
現
象
で
あ
っ
た
が
、
北
朝
鮮
も
同
様
で
あ
っ
た。政治家の対立と、文学者間の作風や出身が連関してきた。ソ連派朝鮮人は、その意味では「革命」や「政治性」
よ
り
も
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
」
文
学
者
を
支
持
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
み
た
と
こ
ろ
で
も
、
「
平
和
共
存
」
を
め
ざ
す
ソ
連
派
朝
鮮
人
に
は
、
「
革
命
派
」
作
家
よ
り
も
、
「
反
動
的
作
家
」
を
好
む
性
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
朴
憲
永
の
よ
う
な
南
部
出
身
の
政
治
家
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一五
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法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一一ハ
（
柵
〉
，
南蔀からきた林和のような作家を擁護しがちであった。これに対し金日成支持派は、ソ連系朝鰹叶人作家の問題点を指
（
釦
）
「
摘、彼．ｂが韓雪野のような南からきた「革〈節的作家」に対する正しくない態度があるとみた。金の伝記作家であった
韓
は
当
時
金
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
朴
愈
永
が
失
脚
す
る
と
と
も
に
林
和
な
ど
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
」
作
蒙
ら
の
「
反
動
的
（剛）
特梼（」がこの全員△云議で暴露された、とイワノフ大使は日誌に醤いた。
な
か
で
も
こ
の
よ
う
な
ソ
連
系
朝
騨
人
の
傾
向
は
「
反
ソ
ビ
エ
ト
的
」
で
す
ら
あ
る
と
訴
え
て
、
金
日
成
の
支
持
を
得
て
い
た
の
が
、
作家韓雪野であった。金日成は、韓らの立場や、パルチザンの立場こそが。○［月革命」とソ連擁護の立場であって、
「
ソ
連
派
朝
鮮
人
」
よ
り
も
、
よ
り
「
ソ
ビ
エ
ト
的
」
で
あ
る
と
み
た
。
結
局
、
ソ
連
系
の
党
宣
伝
煽
動
部
長
だ
っ
た
朴
永
彬
は
、
作
家
会
議
を
開
い
た
時
、
こ
の
林
和
ら
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
」
作
家
を
支
持
す
る
ソ
連
派
朝
鮮
人
を
支
持
し
、
「
革
命
的
」
な
韓
雪
野
ら
を
批
判
（認）
する立場を金日成に訴壹えていた。
こうした文脈を捉えて金日成は文芸についても全員会議で批判を行った。作家批判とは実は、ソ連派朝鐸野人批判で
もあった。そしてその標的は次第に、彼らが握った朝鮮労働党宣伝煽動部関係者、なかでもソ連派の大物、朴昌玉副
（認）
首相への批判へと発展した。
（則）
五五年一一一月一五日、党中央委員会検査委員会は「新甑灘叶」編集長スンデンファを解任、党を除名処分にした。ペ
トロフ参事官に直後に会見したソ連籍を持つスンは、必睡拍理由のなかに、当時金日成系の文学者であった韓雪野の小
説をロシア語版で発表しなかったことを上げていた。韓は、一九二五年のカップ創設に関与した地元プロレタリア作
家であったが、金日成の覚えが当時はめでたかったのである。二三’四日、党検査委員長の林海は、ソ連系朝鮮人が、
（髄）
ソ連側ジャーナリストと一緒になって、作家韓雪野について否定的な表象を作り出しているとも語った。
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こ
れ
ら
を
う
け
た
五
六
年
一
月
一
八
日
の
党
中
央
委
員
会
常
任
委
員
会
決
定
「
文
献
・
芸
術
で
反
動
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
思
想
と
の
闘
争
と
の
闘
争
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
北
朝
鮮
の
文
化
政
策
が
「
民
族
文
化
の
開
花
と
す
み
や
か
な
発
展
」
（鮒）
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
実
際
に
は
、
そ
こ
に
は
「
ス
パ
イ
」
朴
憲
永
派
が
四
六
年
に
ソ
ウ
ル
で
設
け
た
「
反
革
命
的
文
化
芸
術
団
体
」
で
あ
る
「
文
化
建
設
中
央
委
員
会
」
を
組
織
し
た
と
、
と
く
に
林
和
ら
の
「
反
動
作
家
」
を
批
判
し
た
。
実
際
、
’
二
月
以
前
か
ら
続
い
て
（碗）
いた朴昌玉政治局員、朴永彬らソ連派朝鮮人に対するさらなる批判と攻撃に他ならなかった。彼、ｂは大使館員との会（調）
話
で
、
実
際
は
、
崖
庸健の人事に反対したことが問題とされたのだったと指摘していた。実際崔はソ連系に厳しかった。
し
か
し
こ
の
大
使
館
訪
問
も
当
局
か
ら
の
分
派
主
義
と
い
っ
た
批
判
の
罪
状
と
な
っ
た
。
ソ
連
大
使
館
は
、
ソ
連
系
朝
鮮
人
に
も
地
元
幹
部
に
接
す
る
態
度
に
は
問
題
が
あ
っ
た
と
み
て
い
た
が
、
総
じ
て
金
日
成
の
批
判
者
に
同
情
的
で
、
彼
ら
の
分
派
主
義
な
る
も
の
は
存
在
（鋤）
しない、という者》えであった。
ソ
連
派
朝
鮮
人
の
影
響
力
の
排
除
は
北
朝
鮮
外
務
省
に
も
及
ん
だ
。
外
務
省
副
相
の
季
東
建
は
、
一
月
は
じ
め
参
事
官
ラ
ザ
レ
フ
と
会
談
し
た
が
、
そ
こ
で
、
’
二
月
全
員
会
議
で
ソ
連
系
朝
鮮
人
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
同
時
に
彼
ら
の
ソ
連
国
籍
を
北
朝
鮮
籍
に
移
行
する問題が生じていることを指摘した。その点で、外務省の党組織会議では、平壌市党委員会の組織担当者が、「外
（釦）
務省で働くソ連系朝鮮人の粉砕」を叫んだと指摘した。外交官に多かったソ連系朝鮮人への抑圧についてソ連外交官
は、ちょうど一九三九年リトビノフ人民委員が率いたソ連外務部門が、スターリンの圧力でモロトフ外務人民委員へ
と転換したことを想起したことだろう。
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
一
七
Hosei University Repository
こ
の
第
二
○
回
党
大
会
報
告
と
関
連
資
料
が
二
○
○
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
出
版
さ
れ
た
が
、
報
告
を
事
前
に
読
ん
だ
外
国
共
産
党
最
高
（開）
幹部のリストには第一位にランクした中国共産党の朱徳とならんで、朝鮮労働党の崔庸健の名前もあった。崔は、形
こ
の
間
北
朝
鮮
は
、
金
科
奉
（
一
八
八
九
’
一
九
六
一
）
を
代
表
と
す
る
使
節
を
一
九
五
六
年
二
月
モ
ス
ク
ワ
に
お
く
り
、
政
府
や
党
首
脳
と
会
見
し
て
い
た
。
二
月
八
日
、
一
時
帰
国
前
に
金
日
成
首
相
に
あ
っ
た
イ
ワ
ノ
フ
大
使
は
、
金
日
成
が
第
三
回
党
大
会
の
準
備
の
ためモスクワの第二○回ソ連共産党大会には出席できないこと、しかし経済状況、特に外貨不足が深刻で借款の支払
い
猶
予
と
、
五
七
年
度
信
用
供
与
を
前
倒
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
頼
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
金
曰
成
首
相
も
イ
ワ
（日）
ノ
ブ
大
使
も
大
き
な
変
動
を
予
期
は
し
て
い
な
い
。
朝鮮労働党は第二○回党大会に、副委員長となったばかりのパルチザン派長老、崔庸健を代表とする使節を送った。
｜九日にモスクワに到着した崔は、帰国中のイワノフ大使にあい、借款と信用供与問題をソ連側に取り次ぐこと、モ
ロトフ外相、ジューコフ将軍に会うことを依頼している。審議中の労働党規約案についてもソ連側の意見を聞きたが
だ
が
変
動
の
大
波
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
や
っ
て
き
た
。
一
九
五
六
年
二
月
一
四
日
か
ら
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
○
回
ソ
連
共
産
党
大
会でのスターリン批判の衝撃である。フルシチョフ第一書記によるスターリン批判は、世界の社会主義国家への大き
な衝撃となった。
（腿）
っていた。
３
第
二
○
回
党
大
会
と
崔
庸
健
報
告
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一
八
Hosei University Repository
集
権
化
、
幹
部
の
強
化
と
い
２
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
た
と
語
っ
た
。
崔
庸
健
は
三
月
二
○
日
、
代
表
団
の
訪
問
結
果
を
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
三
時
間
に
わ
た
っ
て
報
告
し
た
。
そ
の
内
容
の
紹
介はフルシチョフ第一書記やブルガーーーン首相の公式的報告の冗漫な要約に終始した。その結語で崖は、七点にわた
り第二○回党大会の教訓をまとめたが、そこには党内の個人崇拝といった重要な争点は除外され、むしろ指導の中央
集権化、幹部の強化といった、都合のいいつまみ食い的なものが羅列されていた。党のイデオロギー教育と関係して、
式
的
に
は
寸
前
ま
で
は
民
主
党
の
委
員
長
と
さ
れ
た
が
、
実
際
は
古
く
は
中
国
共
産
党
員
の
経
歴
も
あ
り
、
三
○
年
代
か
ら
金
日
成
ら
と
（伽）
パルチザン派の長老でもあった。朝鮮労働党か、ｂは他に李孝厚、許彬、ソ連大使李相朝も代表として参加していた。
二
月
一
四
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、
こ
の
第
二
○
回
党
大
会
が
開
か
れ
た
。
最
後
の
日
に
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
〈碗）
密報告が提示された。しかしその内容も最高幹部以外には一示されなかった。労働新聞は党大会報告を紹介したが、二
（随）
月
一
六
日
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
を
報
じ
た
あ
と
の
論
文
で
も
、
金
日
成
の
名
を
八
度
も
引
用
し
て
い
た
。
崔らの代表団は五六年二月からモスクワに滞在、その後帰国した。その間大使日誌は空白であるが、三月一九日、
イワノフ大使は帰国後、第二○回党大会の活動プレチンとフルシチョフの「個人崇拝とその結果について」を渡し、
そして詳細にフルシチョフ報告を金曰成首相に語った。金日成は、ソ連共産党大会の活動は多くの点で朝鮮労働党に
も
有
益
で
あ
り
、
党
大
会
で
提
起
さ
れ
た
新
し
い
命
題
に
つ
い
て
は
入
念
に
研
究
し
、
党
活
動
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
大
使
に
語
崖は、最後に金日成が指導する労働党中央委員会による政策・路線の正しさを強調した。我が党は創設以来レーニ
ン
の
集
団
的
指
導
体
制
を
守
っ
て
き
た
、
金
日
成
同
志
も
再
三
に
わ
た
り
、
党
の
集
団
指
導
と
党
生
活
で
の
レ
ー
ニ
ン
的
規
範
の
厳
守
を
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一九
（研）
った。
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金
体
制
が
第
二
○
回
党
大
会
の
影
響
を
過
小
評
価
し
、
む
し
ろ
無
視
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
に
は
三
名
の
発
言
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
金
曰
成
、
外
相
南
日
、
そ
れ
に
新
党
宣
伝
煽
動
部
長
李
一
卿
で
あ
る
。
金
日
成
は
個
人
崇
拝
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
朝
鮮
労
働
党
の
活
動
で
集
団
指
導
制
が
重
視
さ
れ
、
困
難
な
時
期
で
も
党
全
員
会
議
、
常
任
委
員
会
、
政
治
会
議
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
と
語
っ
た
。
同
時
に
党
の
出
版
部
門
の
働
き
手
が
あ
ま
り
に
「
金
日成個人」について述べすぎるとも釘を差した。問題は自己の指導ではなく一部の追従なのだと言いたげであった。
代
わ
り
に
金
は
、
初
級
党
組
織
に
対
し
、
党
資
料
で
は
個
人
で
は
な
く
、
労
働
大
衆
に
つ
い
て
報
じ
る
べ
き
だ
と
か
た
っ
た
。
し
か
し
金
日
成
の
発
言
で
は
、
個
人
崇
拝
に
つ
い
て
も
触
れ
た
が
、
朴
義
院
が
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
要
約
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
朝
鮮
南
部
で
の
朴
憲
永
による個人崇拝についておもに語ったのであって、自分自身のことではなかった。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
二○
行
っ
て
来
た
、
と
崖
は
語
っ
た
。
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
活
動
で
み
ら
れ
た
形
式
主
義
と
教
条
主
義
と
の
戦
い
を
、
金
日
成
同
志
の
指
一
不
ど
お
り
行
っ
て
き
た
、
と
も
の
べ
ら
れ
た
。
崔
は
し
か
し
、
党
大
会
報
告
の
中
で
個
人
崇
拝
と
い
う
最
大
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
秘
密
会
で
の
べ
た
資
料
を
個
人
的
に
閲
読
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
ま
た
イ
ワ
ノ
フ
大
使
か
ら
も
金
日
成
自
身
手
渡
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
は
、
ほ
の
め
か
し
す
ら
な
か
っ
た
。
金
日
成
の
正
し
い
指
導
の
も
と
で
、
労
働
党
中
央
委
員
会
の
正
し
い
政
策
（閑〉
と
路
線
と
を
実
施
す
る
と
強
調
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
他
方
崖
は
党
創
設
以
来
、
内
外
の
敵
と
戦
っ
て
き
た
と
、
朴
憲
氷
、
ｂ
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
雇
わ
れ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
、
種
々
の
分
派
主
義
な
ど
を
あ
げ
た
。
他
方
で
は
、
党
は
つ
ね
に
集
団
指
導
体
制
を
維
持
し
て
き
た
と
も
語
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
ソ
連
共
産
党
で
は
個
人
崇
拝
に
代
わ
る
用
語
で
あ
っ
た
。
金
日
成
が
集
団
指
導
の
主
導
者
で
あ
っ
た
と
（船）
い
う
の
で
あ
る
。
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南
日
は
、
平
和
統
一
に
つ
い
て
は
述
べ
た
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
党
宣
伝
煽
動
部
長
は
個
人
崇
拝
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
に
つ
い
て
翻
訳
紹
介
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
あ
と
金
日
成
が
個
人
崇
拝
の
危
険
性
に
つ
い
て
短
く
ま
と
め
た
。
し
か
し
金
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
の
き
わ
め
て
有
害
な
結
果
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
、
そ
し
て
い
か
な
る
決
定
も
こ
の
会
議
で
（刑）
と声りれなかったと、朴は大使に説明した。
も
っ
と
も
こ
の
朴
の
情
報
は
現
実
と
は
違
っ
て
い
た
。
三
月
二
○
日
に
は
全
員
会
議
決
議
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
議
は
大
会
が、ソ連人民にとってだけでなく、世界の共産主義、労働者党にとっても大きな歴史的意義を持つ会議と位置づけた。
朝鮮に関しては北部での社会主義建設と祖国の平和的統一と独立を目指し、二○回党大会資料の説明カンパーーァを行
（Ⅶ） 
うべきことを決議した。これに従って一一一月二八日には地方に活動家を派遣して説明する指令が下された。
朝
鮮
労
働
党
は
四
月
は
じ
め
ま
で
に
党
組
織
に
「
ソ
連
共
産
党
第
二
○
回
党
大
会
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
の
学
習
に
関
連
し
た
若
干
（ね）
の
問
題
」
と
題
す
る
長
文
の
秘
密
書
簡
を
送
付
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
第
二
○
回
党
大
会
で
暴
露
さ
れ
た
誤
謬
は
ソ
連
共
産
党
固
有
の
も
の
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
労
働
党
に
は
無
関
係
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
の
冬
の
第
三
回
全
員
会
議
で
暴
露
さ
れ
た
反
党
的
解
党
分
子
、
許
ガ
イ
、
五
二
年
冬
に
第
五
回
全
員
会
議
で
ス
パ
イ
と
し
て
暴
露
さ
れ
た
朴
憲
永
を
は
じ
め
、
個
別
の
反
党
的
宗
派
的
な
分
子
が
〈ね）
あ
ら
わ
れ
、
個
人
崇
拝
が
生
じ
た
。
こ
の
個
人
崇
拝
は
、
と
く
に
南
の
朴
憲
永
の
も
た
こ
ｂ
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
教
条
主
義
と
の
戦
（汎）
い
は
、
ソ
連
の
こ
と
を
さ
す
の
だ
、
と
い
う
了
解
で
あ
っ
た
。
機
械
的
に
ソ
連
の
経
験
を
コ
ピ
ー
し
た
こ
と
が
誤
り
を
生
ん
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
理
論
と
実
践
と
の
創
造
的
結
合
は
、
我
が
党
の
栄
光
の
歴
史
、
金
日
成
の
決
定
と
労
作
に
現
れ
て
い
る
、
と
（祀）
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
大
使
館
内
部
で
の
反
応
は
異
な
っ
て
い
た
。
金
曰
成
体
制
の
問
題
点
が
す
る
ど
く
指
摘
さ
れ
た
。
金
日
成
は
首
相
、
党
中
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一一一
Hosei University Repository
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一一一一
央委員会委員長、そして最高司令官の役割を兼潅）している。党中央委員会の役割は縮減された。幹部の成長はおそい。
党
大
会
は
七
年
間
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
四
八
年
か
ら
最
高
人
民
会
議
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
韓
国
で
は
国
会
は
一
九
五
四
年
に
開
催
さ
れ
、
大
統
領
選
挙
は
一
九
五
六
年
に
も
行
わ
れ
る
。
金
日
成
の
ご
機
嫌
取
り
、
出
世
主
義
者
が
周
り
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
定
期
刊
行
物
も
個
人
崇
拝
で
蔓
延
し
て
い
る
。
金
日
成
の
銅
像
が
至
る
所
に
た
っ
て
い
る
。
映
画
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
こ
そ
党
大
会
で
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ソ
連
大
使
館
か
ら
み
た
と
こ
ろ
、
金
日
成
は
個
人
崇
拝
を
や
め
る
つ
も
り
は
な
さ
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
若
干
時
間
が
か
か
る
、
そ
れ
で
も
多
少
は
金
の
名
前
の
変
わ
り
に
、
党
機
関
の
呼
珠
が
前
に
出
始
め
て
い
る
、
と
（市）
い
う
こ
と
に
も
注
目
が
は
ら
わ
れ
た
。
他
方
、
ソ
連
大
使
館
内
部
で
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
、
第
二
○
回
党
大
会
の
個
人
崇
拝
批
判
を
「
全
く
正
し
い
」
と
論
じ
た
組
織
報
告
を
伝えていた一一月二七日付『労働新聞』が、反面、同紙の第一一面において朴正愛による新規約にかんする論文で、金日
成
の
名
を
二
○
回
も
使
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
三
月
八
日
の
国
際
婦
人
デ
ー
に
お
い
て
も
、
朴
正
愛
は
、
朝
鮮
の
女
性
を
解
放
し
た
「
労
働
党
と
金
日
成
同
志
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
記
念
集
会
で
は
金
日
成
の
歌
が
演
奏
さ
れ
た
と
伝
え
た
。
朝
の
ラ
ジ
オ
放
〈両）
送
が
金
曰
成
へ
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
た
。
大
使
館
で
北
朝
鮮
の
第
二
○
回
党
大
会
関
連
の
報
道
状
況
を
分
析
し
た
サ
ム
ソ
ノ
フ
一
等
書
記
官
は
、
北
朝
鮮
労
働
党
の
友
人
が
、
正
し
い
結
論
を
引
き
だ
す
こ
と
な
く
、
党
内
で
は
依
然
と
し
（犯）
て
個
人
崇
拝
が
蔓
延
し
て
い
る
と
み
た
。
ソ
連
外
務
省
側
も
ま
た
、
一
二
月
末
の
崔
庸
健
ら
の
個
人
崇
拝
問
題
を
扱
う
や
り
方
は
、
問
題
を
朴
憲
永
に
お
し
つ
け
自
分
の
責
任
を
回
避
し
て
い
て
不
十
分
だ
、
一
言
で
い
え
ば
依
然
と
し
て
個
人
崇
拝
が
朝
鮮
労
働
党
内
で
生
じ
て
い
（ね）
る、１と論断した。
三月二四日南曰外相を訪ねたイワノフ大使は、ミコャン政治局員をモンゴル政府がアジア地域に招待していること
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こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
ソ
連
大
使
館
は
四
月
十
四
日
付
で
、
ソ
連
共
産
党
外
国
共
産
党
連
絡
部
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
宛
の
報
告
書
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
お
け
る
党
内
情
勢
の
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
五
五
年
の
政
治
的
危
機
、
と
く
に
「
労
農
同
盟
の
弱
化
」
の
危
倶
か
ら
若
干
の
改
善
措
置
が
と
ら
れ
た
も
の
の
、
⑪
依
然
と
し
て
都
市
や
農
村
の
住
民
の
生
活
が
厳
し
い
、
②
市
民
の
民
主
的
権
利
の
侵
害
、
国
家
や
経
済
機
関
の
活
動
の
弱
化
、
③
朝
鮮
労
働
党
の
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
層
や
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
へ
の
誤
っ
た
政
策
、
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
北
朝
鮮
は
、
国
土
の
分
裂
を
十
分
は
意
識
し
て
お
ら
ず
、
（則）
そ
の
平
和
統
一
の
課
題
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
食
糧
不
足
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
重
工
業
に
偏
し
た
政
策
の
ツ
ケ
で
あ
る
と
、
分
析
者
は
厳
し
い
批
判
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
四
九
年
ま
で
国
民
経
済
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
た
私
的
工
業
を
一
掃
し
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
五
三
年
末
一
○
万
一
八
七
七
名
い
た
私
的
商
人
は
二
年
後
に
は
八
四
二
○
名
し
か
残
ら
（理）
な
か
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
が
国
営
重
工
業
と
私
的
商
業
な
ど
の
両
立
を
忠
告
し
た
が
無
視
さ
れ
た
。
政
治
面
で
も
民
主
党
員
は
朝
鮮
戦
争
（鋼）
一別は一五万人もいたのに、五四年末には一万五○○○人に減っていた。
こ
れ
ら
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
ソ
連
外
務
省
情
報
委
員
会
は
、
エ
ス
・
ル
ミ
ャ
ン
ッ
ェ
フ
委
員
の
内
部
文
書
『
北
朝
鮮
で
の
個
人
崇
拝
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一一一一一
（帥）
参加を４℃とめていた。
他
方
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
セ
ド
レ
ッ
キ
ー
は
、
北
朝
鮮
で
の
個
人
崇
拝
は
大
き
く
、
共
和
国
の
最
高
人
民
会
議
委
員
長
金
科
奉
の
役
割
が
低
下
し
て
い
る
と
ソ
連
大
使
に
語
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
別
の
重
要
な
決
定
が
同
時
に
な
さ
れ
た
。
ペ
ト
ロ
フ
参
事
官
は
金
曰
成
首
相
を
三
月
九
日
訪
ね
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
が
三
月
二
○
日
に
予
定
し
て
い
る
ソ
連
の
東
方
核
研
究
所
の
組
織
問
題
会
議
に
北
朝
鮮
か
ら
の
と
関
連
し
て
、
北
朝
鮮
訪
問
も
要
請
し
た
い
と
伝
え
た
。
九
月
の
ミ
コ
ャ
ン
訪
問
は
そ
の
意
味
で
は
、
事
前
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た。
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一
九
五
五
年
一
二
月
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
の
決
議
で
、
一
九
五
六
年
四
月
二
三
日
に
は
朝
鮮
労
働
党
第
三
回
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
実
際
こ
れ
は
四
月
二
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
の
第
二
回
大
会
か
ら
か
ぞ
え
て
八
年
間
も
（鰯）
党大会を行っていなかったことは異常であった。それにもまして四九年六月に南北の労働党が合同したはずの結成会
議
に
つ
い
て
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
四
七
年
の
第
二
回
大
会
か
ら
数
え
て
第
三
回
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
金日成の独裁という朝鮮戦争後の統治の実体からは党組織・規約の軽視は当然であったのかもしれないが。
だがしかし金支持派の楽観主義も根拠のないものと芯ってきた。この大会の準備過程では、すでにＮ・フルシチョ
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
二四
つ
い
て
』
を
内
部
鋏
向
け
に
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
外
相
モ
ロ
ト
フ
の
指
一
不
で
、
全
幹
部
会
員
に
送
付
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
金
日
成
の
個
人
崇
拝
が
建
国
以
降
し
だ
い
に
広
が
り
、
金
日
成
個
人
が
す
べ
て
の
権
力
を
掌
握
し
、
彼
へ
の
追
従
行
為
が
で
た
、
彼
の
功
緬
の
誇
張
が
〈税）
誤謬を修正する障害となっている、と指摘する。五五年の金日成に対するソ連側からの批判も効果がなかった○一九
五五年の朝鮮戦争に関する文醤でも、金の指導力が誇張される一方、中国人民志願軍の役割はほとんど触れなかった。
壯蛎翻鮮の「特有の条件」から「指導者なしにやっていけない」との理論が出されている。他方、これらの論文では労
（鴎）
勵
党
の
役
割
、
大
衆
の
位
圃
す
ら
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。
股
高
》
人
民
会
議
な
ど
の
権
限
は
五
一
一
年
に
は
切
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
後
も
選
挙
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
一
九
六
名
の
政
府
高
官
な
ど
指
導
幹
部
と
な
っ
て
い
る
ソ
連
派
朝
鮮
人
な
ど
の
批
判
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
、
と
し
た
。
こ
の
系
列
の
東
ド
イ
ツ
大
使
朴
吉
龍
が
、
国
内
で
の
個
人
崇
拝
を
批
判
し
た
。
４
第
三
回
朝
鮮
労
働
党
大
会
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フ
・
ソ
連
共
産
党
第
一
書
記
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
影
響
が
国
際
的
に
も
、
そ
し
て
朝
鮮
労
働
党
内
部
で
も
出
始
め
て
い
た
。
南
日
外
相
が
三
月
九
日
に
ペ
ト
ロ
フ
参
事
官
に
か
た
っ
た
所
で
は
、
朝
鮮
労
働
党
規
約
の
審
議
で
、
原
案
に
あ
っ
た
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
・
レ
ー
ニ
ン
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
教
え
」
と
い
う
箇
所
か
ら
、
地
方
党
員
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
名
を
除
去
す
べ
き
だ
、
と
訴
え
た
。
対
応
し
〈師）
た幹部は答一元に窮したといっていた。ペトロフ参事官もまた、北朝鮮側に対して、個人的意見として断って、第二○
回
党
大
会
の
文
書
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
名
前
は
肯
定
的
文
脈
で
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
、
と
語
っ
た
。
だ
が
金
日
成
に
五
六
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
眼
中
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
雰
敏
し
た
の
は
五
六
年
四
月
二
三
日
に
始
ま
っ
た
第
三
回
朝
鮮
労
働
党
大
会
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
ソ
連
共
産
党
を
代
表
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
が
参
加
し
、
や
や
暖
昧
だ
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
紹
介
し
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
の
参
加
は
一
九
日
に
、
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
金
日
成
に
あ
っ
て
旨
伝
え
た
。
ち
な
み
に
そ
の
と
き
大
使
は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
朴
憲
永
に
つ
い
て
、
政
治
的
影
響
も
な
い
こ
と
で
も
あ
り
極
刑
を
回
避
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
、
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
の
意
見
を
言
っ
た
ｃ
朴
憲
永
は
、
南
労
党
指
導
者
だ
が
、
一
九
二
○
年
代
は
じ
め
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
で
の
朝
鮮
人
共
産
主
義
運
動
に
参
加
、
そ
の
後
一
九
一
一
五
年
に
朝
鮮
共
産
党
創
設
に
関
わ
り
、
そ
の
後
ま
た
三
年
間
モ
ス
ク
ワ
の
レ
ー
ニ
ン
〈郷｝
大
学
で
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
。
こ
の
た
め
か
金
日
成
は
不
安
げ
に
、
怒
っ
た
と
い
う
。
こ
の
党
大
会
の
鐘
備
過
程
で
は
、
二
月
か
ら
は
下
級
党
機
関
で
の
報
告
選
挙
カ
ン
バ
ニ
ァ
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
ソ
連
共
産
党
第
二
○
回
党
大
会
の
報
道
と
重
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
開
城
、
沙
里
院
、
新
義
州
、
平
壊
な
ど
の
地
方
党
組
織
で
は
、
朝
鮮
労
働
党
内
の
個
人
崇
拝
、
党
生
活
で
の
規
範
遵
守
、
集
団
的
指
導
、
党
の
国
家
、
経
済
、
文
化
指
導
で
の
過
誤
や
不
足
と
い
っ
た
問
題
に
触
れ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
総
じ
て
、
こ
れ
ら
は
上
か
ら
の
説
明
を
待
つ
問
題
で
あ
っ
た
。
党
中
央
か
ら
働
き
手
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
満
足
な
回
答
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
も
い
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
〈
下
斗
米
）
二
五
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なかでも畜産での状況が三年間の間に劇的に悪化しており、一九四九年に七八万八○○○頭いた大有角家畜が、五
三年には五○万四○○○頭、五五年になっても四三万三○○○頭と減少していることに注目していないと、批判的に
触れられた。この二年間北朝鮮指導部がおこなった協同組合化が六五・六パーセントと高い比率に到っているが、む
，
（
皿
）
しろこのことにより家畜の状況を悪化していることを労働党中央は無視していたように、ソ連側からは見えた。
総括」という一
第一に、レー
第二は、朝埣
第三は、一十
に触れてない。
第四は、朝鐸
第四は、朝鮮党中央委員会からの秘密書簡では、形式主義と教条主義との闘争が言われているが、実際は民族主義
を
無
視
し
た
ソ
連
へ
の
傾
斜
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
反
ソ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
第五は、党の状況について秘密書簡では、金日成らが否定的にみていない。
（伽）
と、厳しい批判的立場か声ｂコメントされた。
とりわけ大使館の分析者が批判的な態度をとったのは、経済面、農業の遅れについて、深い分析の欠如があったか
らであった。 法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一一一ハ
大使館の観点から見て、朝鮮労働党中央委員会からの書簡には、党内活動と労働党の活動に触れられていたが、原
則的な過誤があった。グロムイコ外務副相の指示に従って、ソ連大使館は五月一九日付で「第三回朝鮮労働党大会の
（的）
総括」という文書を一○部本国に送付している。ここでは批判的な角度からル蝶朝鮮の状況が分析された。
第一に、レーニン主義的党規範、集団指導が守られず、選挙も八年間に一回しか行われなかった。
第二は、朝鮮労働党の個人崇拝といえば、朴憲永にのみ結びつけられ、未だに金曰成への賛歌がうたわれている。
第三は、一九五五年の農民と労働者の同盟を弱めた穀物調達危機について、社会主義的合法性の違反があったこと
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実
は
か
く
れ
た
問
題
は
北
朝
鮮
指
導
部
の
ソ
連
ば
な
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
の
常
任
委
員
会
に
個
人
崇
拝
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
と
（蛇）
したのはソ連大使である李相朝であった。しかし彼に発一一一一口は許されなかった。大使館での副首相崔昌益の発言はこう
し
た
も
の
だ
っ
た
。
大
会
で
は
ソ
連
が
解
放
に
果
た
し
た
役
割
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
形
式
主
義
、
教
条
主
義
批
判
と
は
ソ
連
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
の
別
名
で
あ
っ
た
と
崔
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
語
っ
た
。
同様な指摘は、５月末に大使を訪れたソ連派の建設相金承化も語った。彼によれば、教条主義との闘争と称して、
Ⅲ
朝
ソ
文
化
協
会
の
地
方
で
の
支
部
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
②
こ
の
組
織
の
出
版
部
門
も
閉
鎖
さ
れ
た
。
③
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
朝
鮮
語
放
送
の
回
数
が
削
減
さ
れ
た
。
Ⅶ
劇
場
で
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳
が
な
く
な
っ
た
。
⑤
国
立
大
学
の
外
国
語
学
院
は
ロ
シ
ア
語
教
育
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
が
数
ヶ
月
前
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
⑥
ソ
連
か
ら
来
た
朝
鮮
人
に
は
、
孤
立
策
が
取
ら
れ
、
働
く
環
境
が
な
く
な
っ
た
。
彼
ら
は
ソ
連
に
帰
っ
て
か
ら
、
北
朝
鮮
で
の
異
常
な状況について語っている。
（鯛）
金
承
化
は
、
主
人
で
あ
る
金
曰
成
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
必
要
な
手
段
を
と
る
、
と
い
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
使
館
に
は
、
ソ
連
系
朝
鮮
人
で
金
日
成
周
辺
か
ら
帰
国
を
促
さ
れ
た
幹
部
た
ち
の
訴
え
も
届
い
て
い
た
。
もっともすべてのソ連系朝鮮人が差別されたのではなかった。ソ連大使館に対して、北朝鮮での金日成の立場を弁
護
し
た
の
は
古
参
の
女
性
活
動
家
朴
正
愛
と
並
ん
で
、
外
相
の
南
曰
ら
も
あ
っ
た
。
前
者
は
ソ
連
で
学
ん
だ
経
験
を
待
つ
。
後
者
は
、
タ
シ
ヶ
ン
ト
で
育
っ
た
ソ
連
系
で
あ
っ
た
が
ロ
シ
ア
語
の
能
力
を
買
わ
れ
、
朝
鮮
戦
争
時
は
総
参
謀
長
、
そ
し
て
五
三
年
の
朴
憲
永
外
相
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
二七
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法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
二八
粛
清
後
は
外
相
と
し
て
、
金
曰
成
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
も
あ
っ
た
。
実
際
大
使
館
に
頻
繁
に
足
を
運
ん
だ
り
、
大
使
を
招
い
て
金
日
成
を
弁
護
し
た
の
は
南
日
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
彼
も
五
九
年
に解任される（『現代朝鮮人名辞典』一九六○年、二四三頁）。
（別）
こうして第一一一回大会は終わった。注目された人事に関しては、第一一一回党大会では、それまで政治局とも呼ばれた常
務委員会の委員には二名がえらばれた。ｌ、金日成、２、金科奉（延安系）、３、朴正愛（金日成系の国内派）、４、
（鰯）
金一（金日成系）、５、崔庸健（金日成系）、６、朴金桂叩（金日成系）、７、林海（国内派）、８、金光侠、９、南日
（
外
相
、
ソ
連
派
で
金
日
成
系
）
、
、
、
鄭
一
龍
ｕ
、
崔
昌
益
、
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
候
補
と
な
っ
た
の
は
、
１
、
金
昌
満
、
２
、
朴
義
院
３
、
李
鍾
玉
、
４
、
季
孝
淳
、
で
あ
っ
た
。
（船）
このうち、このうち委員長は金日成、副委員長は五名いて、崔庸健、朴正愛、朴金誌、鄭一龍、金曰自満であった。
中
央
委
員
に
は
、
七
一
名
が
選
ば
れ
た
。
五
月
七
日
に
開
か
れ
た
中
央
委
員
会
常
任
委
員
会
全
員
会
議
の
席
で
、
金
日
成
は
、
朴
一
禺
と
許
ガ
イ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
家
族
主
義
や
宗
派
主
義
を
批
判
し
た
。
党
で
の
外
国
人
担
当
は
朴
金
詰
、
政
府
担
当
は
鄭
準
津
と
〈師）
な
っ
た
。
朴
正
愛
や
朴
昌
玉
毫
、
の
役
割
が
低
下
し
た
と
、
ソ
連
大
使
に
中
央
委
員
の
朴
義
院
は
漏
ら
し
た
。
この中Ｉ央委員の人選では、建設相でソ連派の金承化が大使館に語ったところでは、金日成は「真の革命家、古い専
門
家
」
を
選
べ
と
語
っ
た
も
の
の
、
二
重
国
籍
を
持
つ
ソ
連
系
朝
鮮
人
に
、
金
日
成
や
崔
庸
健
ら
は
不
満
を
示
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
（蛆）
ソ
連
派
の
中
央
委
員
は
多
く
再
選
さ
れ
な
か
っ
た
。
ソ
連
系
朝
鮮
人
が
、
文
芸
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
精
神
を
も
た
ら
し
（的）
ている」といった非難が始まっていた。
（川）
この人事で大使館が注目したところでは、「指導的中核」の変化である。政治委員会にかわり最高決定機関となっ
た常仔萎員会メンバーは新たな成員を補充したことで人数も倍になった。崔庸健、朴金誌など三○年代から金日成に
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もう一つ、解任された延安派の大物、朴一禺の処分問題が後を引いていた。金科奉は即時釈放を、そして崖庸健は、
（Ⅲ） 
銃殺を主張していた。南曰は刑罰を主張した。金日成は、朴釈放に同意したが、〈「は時期が悪いとかたった。
実際、朴義院が大使館でイワノフ大使に語ったことでは、五月二九日の党の常任委員会で、金日成はソ連派朝鮮人
（皿）
を党中央委から追放し、国内派に置き換一えるという路線を明確にした。
朝鮮労働党の「不健全な」状況について六月八日、延安派の崔昌益が、金承化の紹介でイワノフ大使にあった。副
首相ですらソ連外交官にもあえない状況が出現したと崖は訴えた。崖も人事政策が有害である、すべてをソ連派の許
ガイの資任にしている、と金日成の人事を批判した。崖はソ連訪問してソ連側からの援助を期待した。
ブルガリア大使グリゴロフは、五月一○日ソ連大使イワノフに対し、個人崇拝問題について「朝鮮や中国では別の
様にみている」と印象を述べた。祖国ブルガリアではスターリン主義者チェルベンコフが追放されたのに、朝鮮では、
党内の個人崇拝について何も触れられなかったとみた。韓国での朴憲永崇拝は指摘されたが、北朝鮮の「主人」、つ
まり金日成については触れられなかった。その意味では第三回大会は任務を遂行していない、ブルガリアの大使はこ
（胴）
壱っ指摘した。
早速大会後最初の常任委員会が開催されたが、朴金鵠ら金日成直系からの強硬策が出てきた。朝鮮作家同盟常務委
員
会
委
員
長
に
浜
淳
哲
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。
近かった人物が入ったことが注目できる。このことは、八月事件で延安派との過度な対立関係をもたらすことになっ
た
。
スターリン批判と金曰成体制（下斗米）
一
一
九
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それでもソ連新指導部との交渉の必要を感じた金日成は、四九年のスターリンとの公式会見同様、五六年六’七月
モスクワを訪問した。これに先立って五六年五月二一日、南日外相が、ソ連やチェコスロバキア、東ドイツから再度
（川）
援
助
を
得
た
い
、
「
こ
の
援
助
な
し
に
我
々
は
や
っ
て
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。
返
還
義
務
の
な
い
長
期
援
助
を
求
め
た
。
同
二
四
日
イ
．
〈
順
）
ワノフ大使は金日成首相を訪問、ソ連政府からの招待を正式に伝》えた。金はこれを喜んで受けた。そのとき経済は、
農業を中心に拡大する見通しだと楽観的に語った。漁業振興についてもふれた。大使は、ソ連極東での朝鮮人労働者
の教育訓練に言及した。五月三○日、モスクワで李相朝大使はエヌ・フニドレンコ外務次官と会い、国の経済的困難
｛順）
に伴いソ連からの経済的支援をもらうことを優先している、とその目的を伝一えた。
五
六
年
六
月
一
日
か
ら
八
月
は
じ
め
ま
で
、
金
日
成
は
、
ソ
連
、
東
ド
イ
ツ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ュ
ェ
コ
ス
ロ
パ
キ
ァ
、
（町）
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
れ
に
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
た
。
同
行
者
は
、
朴
正
愛
、
南
日
外
相
、
国
家
計
画
委
員
会
（畑）
の李鍾玉ら総計三○名であった。
こ
の
と
き
の
友
好
訪
問
と
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
建
設
の
輝
か
し
い
経
験
を
知
る
」
活
動
に
つ
い
て
は
、
八
月
党
中
央
委
員
会
全
員
（山）
〈云議で金日成自身が報告している。なかでも、「敵が、社会主義陣営の国の一部の不健全な現象を利用して、反ソビ
エ
ト
、
反
社
会
主
義
カ
ン
パ
ニ
ァ
を
組
織
し
て
い
る
」
状
況
下
で
、
ソ
連
共
産
党
が
六
月
三
○
日
「
個
人
崇
拝
の
克
服
と
そ
の
結
果
に
つ
いて」を出したこと、そこで、個人崇拝が社会主義の性格そのものから出たものでも、またその弱点から生じたので
５
金
日
成
の
ソ
連
東
欧
訪
問
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
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こ
の
金
日
成
の
旅
行
中
、
反
金
日
成
で
動
き
出
し
た
の
は
ソ
連
派
で
は
な
く
、
崔
昌
益
副
首
相
ら
が
率
い
る
延
安
派
で
あ
っ
た
。
六
月
に
は
党
内
で
の
金
体
制
へ
の
不
満
の
声
が
挙
が
っ
て
い
た
が
、
金
日
成
の
不
在
を
利
用
し
て
「
個
人
崇
拝
」
や
「
合
法
性
の
歪
曲
」
を
批
判
し
、
金
の
放
逐
を
は
か
ろ
う
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ソ
連
派
の
朴
昌
玉
ら
を
ふ
く
ん
で
「
八
月
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
た
彼
ら
は
、
こ
の
間
ソ
連
大
使
館
に
も
積
極
的
な
情
報
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
主
流
派
の
南
日
外
相
が
八
月
六
’
七
日
に
ソ
連
大
使
館
に
伝
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
金
曰
成
が
ま
だ
外
国
に
あ
っ
た
七
月
二
○
日
、
朴
昌
玉
の
住
宅
に
、
金
科
奉
、
崔
昌
益
、
徐
輝
、
尹
公
欽
、
金
承
化
、
高
峯
起
ら
が
集
ま
っ
た
。
崔
昌
益
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
分
派
主
義
に
（川）
も
か
か
わ
ら
ず
金
曰
成
が
常
務
委
員
会
成
員
に
し
た
の
に
、
と
金
曰
成
は
そ
の
後
語
っ
て
い
る
。
徐
輝
も
崔
と
は
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
（川）
彼らは、金日成、朴正愛、鄭一龍、金昌満、朴金麸叩ら主流派への批判を強めていると認識していた。中でも長老の金
科奉は金曰成の指導力をうたがい、崖は一○年間の金の統治が、活動家を一人一人と謀略で追放しているやり方だと
批
判
し
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
南
日
外
相
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
の
前
で
、
崔
昌
益
や
朴
昌
玉
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
翌
日
大
使
が
訪
問
し
た
主
流
派
の
朴
正
愛
も
、
崔
昌
益
、
ソ
連
派
の
朴
昌
玉
ら
を
非
難
し
て
い
た
。
大
使
は
、
ソ
連
共
産
党
が
八
月
二
日
に
出
し
た
朝
鮮
労
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
一一一一
も
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
述
べ
た
。
個
人
崇
拝
を
集
団
的
英
知
で
根
絶
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
」
と
も
触
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
朝
鮮労働党の三月中央委員会全員会議で、「我が国の個人崇拝が乗り越えられた‐一。個人崇拝は朴憲永とその一派に関わ
り
あ
る
分
派
的
現
象
と
見
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
総
括
さ
れ
た
。
６
八
月
宗
派
事
件
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帰国した金日成首相は六日にイワノフ大使に感謝の言葉を伝えたが、金科奉らの反対派が主流派批判にソ連共産党
か
ら
の
忠
告
を
利
用
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
金
日
成
は
、
南
日
外
相
も
同
席
し
て
イ
ワ
ノ
フ
大
使
と
会
談
し
た
。
そ
こ
で
は
、
一
五
日
に
は
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
を
開
き
た
い
こ
と
、
し
か
し
金
科
奉
、
朴
昌
益
ら
が
、
朴
正
愛
、
朴
金
誌
ら
が
過
去
に
日
本
と
の
関
係があったことを理由に、解任を求めていると金日成は指摘した。
八
月
一
三
日
金
日
成
は
、
大
使
に
会
い
、
ソ
連
共
産
党
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
。
同
時
に
、
金
日
成
は
大
き
な
集
団
が
党
の
指
導
に
不
満
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
個
別
の
う
ご
き
に
な
っ
て
い
る
と
も
語
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
労
働
組
合
の
徐
緬
を
は
じ
め
特
に
八
名
ほ
ど
の
（Ⅲ） 
大臣が不満を持っていると指摘していた。また、金科奉は、崔庸健が無能であることを批判しているともこぼした。
この日金日成は、常任委員会が同日開かれ、秋に地方権力機関選挙、五七年に最高人民会議が開かれる日程となった
と
も
か
た
っ
た
。
一
四
日
、
南
日
は
、
再
度
金
科
奉
、
崔
昌
益
ら
の
活
動
が
、
朴
一
禺
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
大
使
が
（川）
彼の釈放について聞いた三ｂ、まだであると語った。中国大使は八月一七日ソ連大使館を訪問した。まもなく始まる第
八
回
中
国
共
産
党
大
会
へ
の
労
働
党
代
表
団
代
表
は
、
金
日
成
と
な
る
だ
ろ
う
と
伝
え
た
。
こ
の
間
八
月
一
八
日
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
常
任
委
員
会
で
は
、
ソ
連
共
産
党
か
ら
の
瞥
簡
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
こ
と
を大使館に伝えた南日外相の言では、再度、反対派的な崔昌益が批判的発言を行った。金科奉も、前者よりは抑制さ
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一一一一一
働
党
へ
の
勧
告
に
注
意
す
る
べ
き
こ
と
を
朴
に
も
繰
り
返
し
た
。
八
月
二
日
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
は
金
日
成
に
勧
告
し
、
金
日
成
自
身
が
政
府
や
労
働
党
の
活
動
の
欠
陥
を
批
判
す
る
よ
う
す
す
（皿）
めでいた。同時に八月はじめまでに出現した労働党内での不安な情勢を、ソ連大使館、とくにペトロフ参事官は脅威
（Ⅲ） 
のロロで注視していた。
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（川）
れながらＪも同様に批判を繰り返し、このトーンが決議になった。
八月二一’二一一一日、党常務萎員会の席では朴正愛、鄭一龍副首相の無能さを崔昌益が批判し、彼らの解任を提起し
（Ⅷ） 
た。また朴金誌の党活動必も遡上にあげた。党内での個人崇拝も問題であると提起した。全面攻撃の様相であった。金
曰成らは自派の防衛に必死であった。この崖の動きについては、二四日に大使館を訪問したソ連派の朴義院もまた確
認
し
た
。
か
れ
に
よ
れ
ば
崔
は
個
人
崇
拝
批
判
問
題
を
出
し
た
。
党
内
で
は
と
く
に
個
人
の
資
質
で
は
な
く
、
献
身
が
昇
進
の
基
準
と
な
っている、と非難した。党副委員長朴金詰の解任などを提起した、という。金科奉の発言は抑制がとれていたとも、
この情報提供者は伝えた。朴義院は二二日に一一一時間金日成とも語ったが、個人崇拝や党指導について金は批判の一部
（畑）
を
認
め
て
い
た
も
の
の
、
し
か
し
こ
れ
を
認
め
る
と
李
承
晩を利することになり、国家に有害であると１）て消極的であった。
金
日
成
は
、
批
判
を
受
け
て
い
る
朴
金
詰
を
支
持
し
て
ほ
し
い
と
、
朴
義
院
に
言
っ
て
い
た
。
こ
の
八
月
中
央
委
員
会
全
員
会
議
の
内
容
は
、
ソ
連
や
中
国
共
産
党
の
公
閉
妾
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
曰
成
は
こ
れ
を
内
部
の
議
論
に
と
ど
め
て
公
表
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
イ
ワ
ノ
フ
大
使
ら
の
報
告
、
日
誌
が
あ
る
程
度
、
こ
の
活
動
の
輪
郭
を
与
え
て
く
れ
る
。
金
日
成
の
九
月
一
日
の
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
対
す
る
説
明
で
は
、
当
初
全
員
会
議
前
の
金
日
成
と
崔
昌
益
ら
の
会
談
で
、
意
見
の
相
違
が
（川）
おおきいため、幹部問題には触れても個人崇拝に触れない雫’定であった。二八日、この全員会議に先立つ中央委員会
常任委員会の会議が開かれた。金日成が報告の内容を提起した。これにかんして金科奉や崔昌益らが反対の議論を行
なって、厳しい対立が生じた。金曰成報告の骨子が紹介された。個人崇拝は社会主義体制の本質とは何の関係もなく、
その弱い側面でもないと嬉猩燗し、個人崇拝にもかかわらず、社会主義建設と大祖国戦争で困難を乗り越え、いまや共
（伽）
産主義建設の世界的、歴史的勝利を納めている，とのべた。個人崇拝は党の役割や人民大衆の無視に由来するのであり、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
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「党の指導における集団的賢明さ」党や勤労大衆の蔵極性、創造的主導性が重要だ、とまとめる。そのうえで労働党
も三月全愚云云識でソ連共産党第二○回党大会を総枯し、個人崇拝と結びついた現象を除去する手段を講じた、と主張
した。その上で、朴憲永や朴一禺らの各宗派を追放したと指摘した。
だが金報告は批判を免れなかった。経済の厳しい状況への賀任が指摘された。また党内問題では、ソ連の個人崇拝
批判との関連で、壮諦認群における批判の一↑十分さが指摘された。これが広範囲で広がっているとされたが、その内容
（Ⅲ） 
は五一一一年八月に労働寛中央委員会決定で逮捕された朴憲永矼積への批判にすり替えられた。この会議では長老の金科
奉、崔昌益らが批判的コメントを述べたが、個人崇拝批判が弱いとされた。
全
員
会
議
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翌
日
ソ
連
大
使
館
を
訪
れ
た
朴
義
暁
が
そ
の
骨
子
を
伝
え
た
。
そ
こ
で
は
依
然
と
し
て
重
工
業
重
視
策
が続くこと、党内に広範囲に広がっている個人崇拝批判をおこなうが、それは過去朴憲永らがもたらしたものであっ
て、金日成とは関係ないこと、そして党内に分派活動があること、ということで問題をすり替えている、と朴義院は
指摘した。朴によれば、金日成は、個人崇拝問題は宣伝問題の文脈で取り上げられたにすぎなかった。同時に、朴義
院によれば、中国派の金科奉は、ソ連共産党の同志が、金日成批判に必ずしも繍極的でなく、労働党内部に介入した
（鯉）
が←ｂないと朴に語ったとも大使館に伝えていた。
（噸）
討論にたった国吉麥計画委員会の委員長李麺玉はもっぱら牝翫騨軒の達成した成果だけを強調した。威鏡北道の党番記
ももっぱら反対派批判に終始し、準備された形跡を伺わせた。
これに対し、反対派からは尹公欽が登埋し、第三回党大会活動には第二○回ソ連共産党大会の精神が反映されてな
い、金日成がこれを中断させた、かれの側近崖庸健は民主党委員長からいきなり党規約を無視して、労働党副委員長
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こ
れ
に
た
い
し
金
科
奉
、
崔
昌
益
ら
は
個
人
崇
拝
問
題
を
批
判
的
に
だ
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
この会議では、金日成、朴正愛、南日、金一らが、朴らの発言を認めさせないように圧力をかけた。建設相で反対
（慨）
派
の
金
承
化
に
は
、
一
一
日
前
に
モ
ス
ク
ワ
出
張
を
命
じ
る
こ
と
で
発
言
を
封
じ
る
こ
と
ま
で
行
わ
れ
た
。
金
科
奉
は
朴
昌
玉
ら
に
、
金
日
成とその取り巻きが個人崇拝問題を回避しているのはただしくない、金日成らは、個人崇拝、党の正しくない活動、
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
三五
成は語った。
崖庸健も、
崖庸健も、尹の批判は、党と政府を覆すための集中的な綱領であると批判の度を強めた。これは五五年に逮捕され
た延安系の朴一禺一派の分派活動の一環であって、彼らは最初に五二年に朴某（延安系）の自殺をもたらしたが、こ
れらはいずれも金曰成を追い落とすためのもので、このために、彼らは国内系の朴憲永派とも組んだのだ、と指摘し
（川）
になったと批判した。彼の発一一一一口を崔昌益が支持した。
季蔵相、南日外相は、主流派支持の演説を重ね、南日は尹批判もおこなった。民主青年同盟の朴容国も、むしろ個
人崇拝を広めたのは朴憲永、官僚制を広めたのは許ガイだと語った。
だが反対派長老の崔昌益は、党にとって病める問題である個人崇拝への批判を強調すべきだ、と語った。しかし反
対派のイデをローグと見なされた彼には、金満金〈平安南道委員長）ら多くの批判が尹らに浴びせられた。
なかでも金曰成は、この反対派の活動を、あたかも朝鮮労働党に不満なソ連大使館が行っているかの噂があるため、
（悶）
労働党は朴正愛、南［口らをソ連大使館に派遣したが、事実無根だった、反党グループが行ったデマだと言った。その
後ソ連共産党からきた書簡でも、個別党の個別の活動家への批判があるだけで、党内問題には触れていない、と金曰
（職｝
ている。
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こ
う
し
た
劇
的
状
況
の
中
で
注
目
の
全
員
会
議
が
開
幕
し
た
。
八
月
三
○
日
、
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
、
金
日
成
は
、
兄
弟
国
訪
問
（Ⅶ） 
の
政
府
代
表
団
報
生
ロ
、
経
済
状
況
、
そ
し
て
党
の
当
面
任
務
、
に
つ
い
て
一
時
間
余
り
報
告
し
た
。
報
告
で
は
、
東
欧
の
激
動
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
六
月
三
○
日
の
ソ
連
共
産
党
の
決
議
「
個
人
崇
拝
と
そ
の
結
果
の
克
服
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
は〈卿）
触れた。このやや保守的な決議について、個人崇拝は体制の性格そのものから来るものではない、と金日成は語った。
金
日
成
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
を
九
月
一
日
に
招
い
て
、
全
員
会
議
の
活
動
内
容
を
知
ら
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
経
済
の
三
カ
年
計
画
の
自
画
自
賛
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
活
動
の
中
心
は
幹
部
問
題
で
あ
っ
て
、
個
人
崇
拝
問
題
で
は
な
い
こ
と
、
朴
正
愛
、
朴
金
詰
ら
金
日
成
派
新
幹
部
へ
の
批
判
は
正
し
く
な
い
こ
と
、
幹
部
問
題
を
だ
し
た
金
科
奉
に
は
、
背
後
に
「
外
国
の
党
「
｜
の
支
持
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
、
を
指
摘
し
た
。
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
、
金
科
奉
と
関
係
し
て
い
る
の
は
ど
の
外
国
か
と
き
い
た
が
、
金
日
成
は
こ
れ
に
は
直
接
答
え
な
か
っ
た
。
〈川）
「
ソ
連
大
使
館
に
つ
い
て
は
悪
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
も
金
曰
成
は
伝
え
た
。
ち
な
み
に
反
対
派
の
朴
壱
ｂ
は
大
使
館
に
、
金
科
泰
は
、
た
だ兄弟党だったらどのような処分があるかといっただけのことを、金日成が歪曲したのだと指摘していた。
金
日
成
が
、
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
第
二
○
回
党
大
会
引
き
合
い
に
出
し
て
も
っ
と
も
強
く
主
流
派
を
批
判
し
た
の
は
商
業
相
尹
公
欽
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
労
働
党
は
、
二
○
回
ソ
連
共
産
党
大
会
決
議
を
拒
否
し
た
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
一
部
の
参
加
者
は
発
言
取
り
消
し
を
要
求
し
た
。
こ
の
他
、
職
業
総
同
盟
委
員
長
の
徐
輝
、
前
内
務
省
副
相
李
粥
圭
ら
が
金
日
成
体
制
へ
の
批
判
に
加
わ
っ
た
。
し
か
し
抑
圧
は
厳
し
か
っ
た
。
彼
ら
は
全
員
会
議
の
途
中
で
中
国
に
脱
出
、
中
国
国
境
警
備
隊
に
逮
捕
さ
れ
、
安
東
で
拘
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
一一一一ハ
厳
し
い
国
の
経
済
情
勢
な
ど
は
、
た
だ
党
内
の
「
》
議
峪
、
個
々
人
の
分
派
や
派
閥
活
動
の
結
果
」
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
留された。
（脳）
いた。
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巻
き
込
ま
れ
た
大
使
館
は
ソ
連
に
限
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
開
設
の
件
で
平
壌
を
訪
れ
た
駐
北
京
ベ
ト
ナ
ム
大
使
の
チ
ャ
オ
は
、
北
朝
鮮
外
務
副
相
が
、
四
名
の
北
朝
鮮
高
官
が
中
国
で
拘
留
さ
れ
て
い
る
と
告
げ
た
。
北
朝
鮮
国
境
警
備
当
局
は
彼
ら
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
が
中
国
側
は
拒
否
し
た
、
と
チ
ャ
オ
は
ソ
連
大
使
に
告
げ
て
い
た
。
主
流
派
の
崖
庸
健
、
金
昌
満
も
ま
た
チ
ャ
オ
大
使
へ
の
（噸）
説明で、尹公欽が党指導部に対し「悪意に満ちた中傷的攻撃」を行ったと告げた。内容は第二○回ソ連共産党大〈云の
決
定
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
、
人
民
の
困
難
な
経
済
情
勢
等
で
あ
っ
た
。
崔
ら
は
、
反
対
派
の
活
動
が
、
金
日
成
が
海
外
に
滞
在
中
に
激しくなったともいった。不満な活動家がソ連大使館に駆け込み、ソ連共産党の特別の働き手が北朝鮮労働党の個人
（鵬）
崇拝問題解決のために派遣されるべきだとも訴えているとも一一一一百つた。ちなみにソ連大使は、北朝鮮問題はなにか外部
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
三七
金
日
成
が
い
う
に
は
、
こ
う
し
た
反
党
活
動
の
ゆ
え
に
、
徐
輝
、
季
粥
圭
（
内
閣
機
械
工
業
局
長
）
、
尹
公
欽
、
金
剛
（
文
化
宣
伝
省
副
相
）
が
党
を
除
名
さ
れ
た
。
反
対
派
幹
部
に
も
累
は
及
ん
だ
。
崔
昌
益
は
常
務
委
員
会
か
ら
は
ず
さ
れ
た
。
朴
昌
玉
副
首
相
も
解
任
、
中
央
委
員
を
は
ず
さ
れ
た
。
金
日
成
は
、
も
っ
と
も
崔
昌
益
、
朴
昌
玉
に
は
除
名
処
分
は
科
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
全
員
会
議
内
に
は
彼
らに厳しい処分を求める声もあったといった。最大の支柱である金科泰については、反対派の影響下にあって錯覚に
陥った、と金日成はやや柔らかく見た。
こ
の
こ
ろ
ソ
連
大
使
館
は
、
あ
き
ら
か
に
国
内
の
対
立
の
原
因
で
も
あ
り
、
結
果
で
も
あ
る
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。
南
曰
外
相
は
九
月
六
日
、
ソ
連
大
使
を
ま
ね
い
て
、
当
局
が
大
使
館
周
辺
に
自
動
車
を
止
め
、
大
使
館
づ
と
め
の
朝
鮮
人
に
尋
問
し
て
い
る
こ
と
で
行きすぎをわびた。北朝鮮の個別幹部のあいだには「ソ連大使館にソ連共産党代表が滞在し、朝鮮労働党に秩序をも
た
ら
す
」
な
ど
と
い
っ
た
デ
マ
を
信
じ
て
い
る
も
の
が
い
る
、
と
も
南
日
外
相
は
指
摘
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
出
所
は
反
対
派
だ
と
も
い
〈腿）
った。
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こ
の
間
、
延
安
派
系
の
ソ
連
大
使
で
あ
っ
た
李
相
朝
は
、
ソ
連
共
産
党
第
一
書
記
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
宛
に
九
月
三
日
付
で
長
文
の
金
体
制
（噸）
批判の書簡を提一示した。李相朝は五月の第三回労働党大会で一一度にわたり常任委員会に対し、個人崇拝問題を取り上
げるべきだとの書簡を出して、このため主流派の金昌満との厳しい対立になり、五月末には崔庸健までが李をソ連大
（剛）
使として解任すべきだ、といったほどだった。他方、李は金科奉に支援をもとめたが、金はこれに賛成しなかったよ
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
三八
の理由によるのではなく、もっぱら国内問題であるとみていた。中国に逃亡した北朝鮮高官については、直接知らず、
意見を言えないとも語っていた。
しかし結局、金曰成はもはや外国の支持を必要としなかった。ソ連から戻ってきた金は巧妙にこの動きを封じ、逆
に八月三一日の党中央委員会では、直接は荷担しなかった長老金科奉らをふくめ延安派が一掃された。
九月五日、ソ連外務次官エヌ・フェドレンコが李相朝大使からの依願で会見した。李は、フルシチョフ宛の朝鮮労
働党内部事情についての個人的声明を彼に渡すよう依頼した。彼が不在である場合にはァ・ミコャン政治局員とでも
その会見の際、南曰外相がソ連共産党中央の指示と称して、労働党の内部で金日成、崔庸建批判を封じていること
（噸〉
を李大使は指摘した。一○日には、労働党中央委員候補でもある季大使は、ソ連共産党、対外共産党連絡部関係者と
かまわないと主張した。
う
で
あ
る
。
７
李
相
朝
大
使
の
金
日
成
体
制
へ
の
批
判
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し
か
し
ソ
連
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
個
人
崇
拝
批
判
後
も
、
ま
だ
「
指
導
者
」
を
崇
拝
し
て
い
る
人
物
が
あ
る
。
金
体
制
の
も
と
で
、
お
べ
っ
か
使
い
と
出
世
主
義
者
が
い
て
金
日
成
は
こ
れ
を
奨
励
し
て
い
る
。
金
日
成
を
「
朝
鮮
の
レ
ー
ニ
ン
」
だ
と
か
、
「
朝
鮮
の
（川）
毛沢東」と見ることには反対しなければな『ｂない。政策を食事時に話題にするだけで、分派主義だと見なされ、党中
央委員候補ですら除名されているのは異常である。
八月労働党中央委員会全員会議の意義とは、ソ連共産党の第二○回大会での個人崇拝批判の決定が、朝鮮労働党第
三
回
大
会
な
ど
に
も
反
映
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ら
た
め
て
金
日
成
の
個
人
崇
拝
の
除
去
を
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
総
括的に課題を語る。
成は、解放者で坐
して支持された。
も
会
談
し
、
朝
鮮
労
働
党
の
内
部
で
、
ソ
連
共
産
党
の
労
働
党
に
対
す
る
勧
告
内
容
を
、
金
日
成
、
朴
正
愛
、
南
日
ら
の
み
で
処
理
、
つ
ま
り
握
り
つ
ぶ
し
、
他
の
幹
部
に
は
報
告
さ
れ
な
い
で
い
る
、
個
人
崇
拝
の
問
題
を
提
起
す
る
と
党
内
で
は
反
党
行
動
に
な
っ
て
い
る
、
｛剛）
と
指
摘
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
ソ
連
共
産
党
の
介
入
を
求
め
た
。
この季大使の声明内容はきわめて委曲をつくした当時の北朝鮮論となっているので紹介する価値がある。
季によれば、朝鮮労働党の党内には四派があり、それぞれ戦前から革命運動での流れがあった。それは、国内派、
ソ
連
派
、
四
○
年
に
活
動
停
止
し
た
金
日
成
ら
の
パ
ル
チ
ザ
ン
派
、
そ
し
て
中
国
共
産
党
の
も
と
で
活
躍
し
た
中
国
派
、
で
あ
る
。
金
日
成
は
、
解
放
者
で
あ
る
ソ
連
軍
と
も
に
帰
国
し
、
他
派
も
こ
れ
を
支
持
し
た
た
め
、
ソ
連
の
同
志
の
支
持
が
あ
っ
た
金
日
成
が
指
導
者
と
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
三
九
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そ
れ
ま
で
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
も
、
最
高
人
民
会
議
委
員
長
金
科
奉
、
副
首
相
朴
義
院
、
前
建
設
相
金
承
化
ら
も
金
日
成
を
正
直
に
批
判
し
て
い
た
。
だ
が
彼
ら
も
反
党
分
子
で
あ
る
と
し
て
、
金
曰
成
と
そ
の
一
派
か
ら
の
圧
力
が
か
か
っ
た
。
金
日
成
の
個
人
崇
拝
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
体
現
者
は
粛
清
さ
れ
た
朴
憲
永
で
あ
る
と
な
っ
た
。
スターリンの個人崇拝批判を行った第二○回ソ連共産党大会から戻った朝鮮労働党代表は、朝鮮労働党には個人崇
拝は存在しないと語ったが、これは現実ではない。大多数のコムニストは、朝鮮では金日成への個人崇拝が集積され
｛川）
‐
し
か
し
八
月
全
員
会
議
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、
党
員
の
期
待
に
応
じ
な
か
っ
た
と
の
べ
る
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
「金曰成の個人崇拝批判をおこなった」同志は、「党と政府を転覆させる」ことを試みる「反党的分派分子」であると
烙
印
を
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
言
を
始
め
た
も
の
は
最
後
ま
で
語
る
こ
と
が
で
き
ず
、
欺
職
と
脅
迫
と
で
党
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
党
の
指
導
幹
部
で
あ
る
崔
昌
益
、
朴
昌
玉
ら
の
ク
ラ
ス
ま
で
が
党
規
約
に
違
反
し
て
登
壇
で
き
な
か
っ
た
り
、
発
言
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
り
し
た。
法
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李は、第一に、八月党中央委員会全員会議の分析からは決める。この全員会議では、具体的には、
Ⅲ
住
民
の
物
質
的
向
上
を
目
指
し
た
経
済
復
興
発
展
計
画
の
見
直
し
、
②
真
の
党
内
民
主
主
義
と
集
団
指
導
の
た
め
の
金
日
成
個
人
崇
拝
批
判
③
金
曰
成
の
個
人
崇
拝
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
民
族
解
放
史
の
復
活
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。
⑤
指
導
党
幹
部
か
ら
の
ご
機
嫌
取
り
の
追
放
側党宣伝活動の向上
四○
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党内事惰もこの傾向を促した。朝鮮共産主義者は、戦前は四つほどの集団に分かれていた。地下活動期は違ったグ
ループ同士で連絡がなく、解放後ソ連が支持した金日成を支持した。しかし彼らは一九四○年には抵抗活動を停止し
た集団だった。国内派には彼を支持しなかったものもいたが、その後スターリンと並べて金日成の権威を高める措圃
が執られ、論文もまた金の名前でだされた。こうしたことが金日成の個人崇拝を強めることになった。一人の手に権
力が集中した。しかも朝鮮戦争のために民主主義原則が制限された。
個人崇拝とともにご機嫌取りや出世主義者が現れた。’九五六年の第三回労働党大会後でも党内に個人崇拝がない
ということになった。自由も土地もすべて金日成が与えたといった歌までできた。金日成は朝鮮の若者の父であると
言われた。レーーラや毛沢東と比肩する指導者に祭り上げられた。金日成の著作でいったいどれだけ自分で書いたも
（川）
のがあろうか。「米こそ社会主義」といったように、彼の発言が党のスローガンに変わってしま一つ。党の副委員長で
すら「金を批判すれば、政治生命は終わり、人民の敵が閉じこめられている牢獄が待っている」と公然と言うほどだ。
逆に彼こそレーニンの弟子といって、大臣の椅子を得たものもいる。
ソ連共産党第二○回党大会の個人崇拝批判の文醤こそ金日成とその支持者には「異常な虎」であり、したがってこ
れを憎んでいるのだ。この否定現象を取り除かない限り、正直な党員ですら横暴と無権利の機牲となるのだ。
換言すれば、朝鮮労働党中央委員会八月全員会議は、党内の個人崇拝とその結果を除去するための原則的な問題を
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
四一
部の不足や、
違
う
の
か
？
ているとみる。これは日本植民地支配下での民主主義の欠如、日本官僚への無条件服従という教育の遺産である。幹
（Ⅲ） 
部の不足や、封建的支配もこの傾向を助長した。「王が国家を体現する」体制と金日成のご機嫌取りの理論とどこが
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ソ
連
共
産
党
と
政
府
の
指
導
部
は
、
八
月
は
じ
め
、
き
わ
め
て
重
要
な
「
同
志
的
忠
告
」
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
住
民
の
生
活
水
準
の
向
上
、
金
日
成
の
個
人
崇
拝
克
服
等
で
あ
っ
た
。
ソ
連
の
指
導
者
は
、
ご
機
嫌
取
り
、
出
世
主
義
者
と
決
別
し
、
金
日
成
個
人
の
歴
（Ⅲ） 
史
を
党
史
と
偽
る
べ
き
で
な
い
と
忠
告
し
た
。
党
の
宣
伝
を
現
実
に
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
党
中
央
に
あ
て
た
こ
れ
ら
忠
告
に
つ
い
て
金
曰
成
、
朴
正
愛
、
南
日
ら
は
こ
れ
ら
を
隠
そ
う
と
し
た
。
ソ
連
共
産
党
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
英
国
訪
問
以
降
、
下
級
党
機
関
に
情
報
を
下
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
朝
鮮
党
は
知
ら
せ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
党
と
は
、
金
日
成
、
朴
正
愛
、
南
日
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
同
志
が
い
る
。
朝
鮮
労
働
党
が
ソ
連
党
を
訪
問
し
た
と
き
の
約
束
を
反
故
に
している。批判者を一‐延安グループ」、党と政府を転覆させる「陰謀集団」などとよんでいる。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
「
延
安
グ
ル
ー
プ
」
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
党
内
民
主
主
義
が
欠
如
し
て
い
る
中
で
、
圧
力
に
杭
し
て
金
日
成
と
そ
の
取
り
巻
き
批
判
に
立
ち
上
が
っ
た
同
志
が
い
る
だ
け
だ
。
全
員
会
議
前
か
ら
金
日
成
支
持
派
は
、
党
指
導
者
を
批
判
す
る
も
の
は
、
除
名
す
る
と
脅
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
党
の
統
一
や
兄
弟
党
と
の
団
結
は
勝
と
れ
な
い
。
金
日
成
と
そ
の
支
持
者
た
ち
は
ソ
連
共
産
党
の
同
志
的
助
言
を
無
視
し
て
い
る
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ソ
連
党
か
ら
、
金
日
成
を
攻
撃
し
な
い
よ
う
に
と
い
っ
ているといったデマを流している。党全員会議で発言した同志は言葉を奪われた。また物理的に参加できなかった。
共産党員が指導的同志の欠陥除去に発言することがどうして「犯罪，｜であるといえるのか。金日成や個別指導者に対
して批判することがどうして党や政府転覆行為といえるのか？「もし金日成が終生、党委員長と政府の首班をしめる
（川）
としたら、それと王様との区別は何か」。誰がそれを終生として任命したのか？・
金日成とその支持者は、個人的に政治を議論するなといっている。私、李相朝は金日成と私的に政治会話を、食事
法
学
志
林
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
第
一
○
三
巻
第
一
号
四
二
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中
国
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
た
同
志
が
「
延
安
派
」
、
朝
鮮
内
部
で
戦
っ
た
各
派
が
そ
れ
ぞ
れ
派
閥
と
呼
ば
れ
る
。
ソ
連
か
ら
戻
っ
て
き
た
の
は
「
家
族
派
」
ソ
連
派
、
中
国
帰
り
は
延
安
派
で
あ
る
。
た
だ
金
日
成
指
導
下
の
「
祖
国
光
復
会
」
の
み
が
派
閥
で
は
な
く
、
我
（叩）
が
党
の
基
本
に
な
っ
ている。金日成と関係のないすべての革命家のみが分派主義の烙印を押されるのには同意できない。
四月の第三回労働党大会では我が党に個人崇拝がないと、金日成とその支持者はいった。しかし八月中央委員会全
員
会
議
で
は
そ
れ
が
「
若
干
広
が
っ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
た
。
誰
が
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
信
じ
ら
れ
よ
う
か
？
全
員
会
議
で
は
「
個
人
崇
拝
は
若
干
広
が
っ
て
い
る
」
が
、
「
そ
の
結
果
は
な
い
」
と
い
う
の
だ
。
こ
う
し
て
そ
の
結
果
を
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
四三
を
挟
ん
で
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
分
派
活
動
」
に
あ
た
る
の
か
？
金
曰
成
と
そ
の
支
持
者
を
の
ぞ
い
て
党
員
た
ち
は
私
的
に
合
う
こ
と
を
畏
れ
て
い
る
。
全
員
会
議
前
に
党
中
央
委
員
候
補
で
あ
る
李
某
は
私
的
に
金
曰
成
の
批
判
を
行
っ
た
ら
、
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
組
織
指
導部長代理で、金の弟である金英往は、除名をねらった。しかし全員会議にしかその除名権限はないのだ。金承化は、
金
日
成
批
判
を
や
ろ
う
と
し
た
ら
直
前
に
モ
ス
ク
ワ
出
張
に
な
っ
た
。
中
国
で
百
花
斉
放
を
い
っ
て
い
る
と
き
、
な
ぜ
北
朝
鮮
で
は
ま
っ
た
く
別
の
動
き
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
す
で
に
噂
で
は
、
五
百
名
以
上
の
管
理
部
長
や
省
局
長
以
上
の
幹
部
級
の
同
志
が
「
延
安
派
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
のような状況で誰が面と向かって真実を言うだろうか。我々は五百人以上の人々が我が党の個人崇拝批判を行うと思
う
。
な
ぜ
我
ら
は
現
在
、
党
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
や
中
央
委
員
会
成
員
を
含
む
党
員
の
口
や
耳
や
目
を
ふ
さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
金
日
成
の
支
持
者
た
ち
は
、
ソ
連
や
中
国
の
同
志
と
個
人
的
に
会
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
会
見
が
反
党
行
為
な
の
か
？
個
別
党
員
が
兄
弟
党
の
責
任
あ
る
指
導
者
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
ど
う
し
て
犯
罪
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
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それでは、「金日成崇拝の結果について」で述べてみよう、と李相朝は筆を進める。季は、個人崇拝の結果、朝鮮
労働党規約、社会主義的合法性の侵犯が行われたと、フルシチョフ演説さながらに北朝鮮の政治分析を提示する。
金
日
成
は
、
党
規
約
無
視
で
自
己
の
関
係
者
を
中
央
委
員
、
そ
し
て
常
務
委
員
と
す
る
補
充
人
事
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
挙
が
っ
た
の
は
パ
ル
チ
ザ
ン
派
の
長
老
で
、
民
主
党
中
央
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
崔
庸
健
で
あ
っ
て
、
党
大
会
の
決
定
も
な
し
に
政
治
局
員
、
副
委
（剛）
員
長
に
ま
で
取
り
立
て
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
そ
も
そ
も
人
事
に
関
す
る
党
規
約
違
反
で
あ
る
。
こ
の
「
非
合
法
な
人
事
」
を
金
ら
が
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
が
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
労
働
党
が
全
愛
国
的
勢
力
の
統
一
戦
線
を
実
施
す
る
、
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
複
数
政
党
容
認
の
方
針
が
覆
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
方
針
は
全
権
力
を
自
己
に
集
中
す
る
金
日
成
の
提
案
と
主
張
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
筆
者
に
い
わ
せ
れ
ば
「
す
べ
て
は
金日成の圧力と横暴が支配する「一という雰囲気作りのためになされた。政治局員や、副首相、閣僚ですらも金日成の
意
志
で
自
由
に
解
任
さ
れ
る
。
こ
れ
で
果
た
し
て
党
内
に
個
人
崇
拝
が
な
い
と
い
え
る
の
か
？
そもそも憲法違反がある。地方の人民委員会議委員長の多数は、地方人民委員ですらない。金日成と支持者にとっ
て
人
民
委
員
会
は
単
な
る
「
民
主
的
飾
り
」
で
し
か
な
い
か
ら
だ
。
党
大
会
の
発
言
内
容
で
す
ら
発
言
者
に
断
り
な
く
改
鼠
さ
れ
る
。
延
安
派
の
朴
昌
益
は
、
か
っ
て
金
日
成
の
個
人
崇
拝
づ
く
り
に
貢
献
した人物だが、第三回大会で自己批判的演説を行おうとしたら、大会での登域が許されなかった。
党内民主主義の基本的規範すらまもられない状況下では、指導的同志の異なった意見ですら「分派主義」とみなさ
れ、「反国家的犯罪行為」と見なされる。第二○回党大会で集団的指導体制が称揚されたとき、金は、誰も発言しな
ではないか。 法
学
志
林
第
一
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一
‐
反
革
命
主
義
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
面
貌
を
特
徴
づ
け
る
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
最
近
、
党
を
除
名
さ
れ
た
人
物
や
世
論
の
圧
力
で
約
二
○
○
○
名
が
保
釈
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
中
に
は
金
日
成
の
肖
像
が
描
か
れ
た
カ
バ
ー
を
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
使
っ
た
と
言
う
こ
とで五年間投獄された「犯罪者」がいた。また金曰成のうまくかけてない肖像を鉛筆書きで修正しただけで五年間の
（川）
自由剥奪となったものもいる。これらのことは司法省副相が金科奉との懇談で伝えられたことである。金日成が死刑
に
到
る
ど
の
よ
う
な
刑
を
科
し
て
も
い
い
と
指
示
し
た
こ
と
が
、
二
人
の
証
言
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
金
曰
成
、
金昌満らの個人崇拝は北朝鮮にないとどうしていえようか？また一九五四’五五年の穀物調達にさいして、農民か
ら
強
制
的
に
穀
物
が
最
後
の
一
粒
ま
で
と
ら
れ
た
。
怒
っ
た
農
民
が
当
局
に
や
っ
て
き
て
金
日
成
の
肖
像
を
指
さ
し
て
、
「
お
ま
え
は
人
民
の
状
態
を
知
ら
な
い、人民を不当に困らせている」といった。結果は自由剥奪七年となった。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
四五
い
と
こ
れ
を
否
定
し
た
。
こ
の
大
会
後
に
は
金
日
成
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
意
見
の
後
で
は
誰
も
自
分
の
し
め
て
い
る
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
金
日
成
は
す
べ
て
の
人
物
に
勝
り
、
う
ぬ
ぼ
れ
て
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
い
る
。
第二○回党大会後、金日成は、会議や集会の実施には集団指導体制で望もうと言い出した。しかし党内民主主義が
ないところでは、千の形式的会議をやろうとも、集団指導とはいえないのだ。
社会主義的合法性が犯された結果、何千もの人々が非合法に逮捕され、牢獄に送られた。現在の北朝鮮でとらわれ
たものは三万人以上に達する。軍隊だけで、逮捕された数は一個師団に相当する。そのほかに、北朝鮮の刑法典七二
条’七六条で逮捕されたものが八○○○人いる．以上の人数に加えて、さらに一万人が別の犯罪で逮捕されている。
こ
れ
を
北
朝
鮮
人
口
九
○
○
万
人
と
比
較
す
る
と
各
三
○
○
人
に
一
人
は
犯
罪
者
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
事
実
で
は
（Ⅲ） 
ないか。
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さ
ら
に
李
相
朝
は
、
金
日
成
の
個
人
崇
拝
の
例
と
し
て
、
朝
鮮
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
金
日
成
の
パ
ル
チ
ザ
ン
派
や
「
祖
国
光
復
（噸）
〈室」の役割のみを強調する歴史の偽造を指摘する。
ロ
シ
ア
革
命
後
、
朝
鮮
で
解
放
運
動
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
中
国
北
部
で
も
中
国
共
産
党
の
指
導
下
で
起
き
た
が
、
必
ず
し
も
金
日
成
が
指
導
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
金
日
成
は
朝
鮮
半
島
で
活
動
し
彼
の
名
前
を
広
め
た
し
、
こ
れ
に
は
大
き
な
意
義
がある。しかしすべてを金日成個人に帰し、党の役割を無視するのは事実の歪曲だ。
周知のように、金日成のパルチザン運動は一九四○年までに活動をやめた。原則的革命運動の見地からすべての運
動、抗日武装闘争を見てみると、そこには肯定的要素と並んで固有の否定的側面が注目される。中国東北部の抗日武
装闘争を見れば、そこには明確な欠点があってこのために、一九四○年には活動が停止したのである。日本がソ連と
の戦争準備で攻勢に出たという客観情勢があったことは確かだ。しかし彼らはパルチザン闘争を追求するためにすべ
ての可能性を追求したわけではなかった。
パルチザン闘争が一九四○年に活動をやめたのは、その運動の指導に問題があったからである。中国東北部では山
平壌を追われ、鉱山に送られた。
法
学
志
林
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一九五五年に処断された朴一萬塗奴治委員、内相のケースを考えよう。彼は、朝鰹駄戦争時は金日成の右腕とされ、金
日成ともっとも親しい人物だった。だが、金の現物視政策に反対し、党の反動派政策に反対したことが罪状となった。
かれは、反動派に手当たり次第に抑圧的手段のみを科しては行けないといっただけで党除名、そして「反党集団」と
さ
れ
た
。
し
か
し
司
法
祷
斡
か
ら
反
党
的
行
動
は
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
。
噂
に
よ
れ
ば
、
彼
は
首
相
職
を
ね
ら
っ
た
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る。しかし金曰成に厳しい注文をつけただけで即座に逮捕され、自ら大臣を務めた管轄の監獄にいる。家族までもが
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祖国光復会も同じである。これも金日成の主導でできたことになっている。実際はコミンテルンの統一戦線、中国
共産党の統一民族戦線の考えでできた。これら文書がどうして金日成の文書といえるのか。歴史の偽造である。また
祖
国
光
復
会
が
朝
鮮
半
島
す
べ
て
の
地
方
に
支
部
が
あ
っ
た
と
金
日
成
の
支
持
者
が
い
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
に
ご
く
わ
ず
か
の
革
命
家
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
誰
も
知
ら
な
い
と
で
も
言
う
の
か
？
し
か
し
金
日
成
と
そ
の
支
持
者
を
信
じ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
何
万
（川）
人もの革命家が入っていた一」とになる。しかし実際は一○○名を越える一」とはなかった。
一九三○年代の朝鮮での解放闘争を、金日成の抗日武装闘争だけをあげているが、しかし中国での朝鮮人の抗日闘
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
四七
岳
も
森
林
も
な
く
、
活
動
状
況
は
遥
か
に
悪
か
っ
た
が
、
抗
日
闘
争
基
地
が
存
在
し
、
日
本
軍
と
闘
争
し
た
。
だ
が
金
日
成
の
抗
日
パ
ル
チザン闘争が活動を停止した原因には、この運動が大衆運動と結びついていなかったことがあげられる。つまり大衆
の
中
に
深
い
根
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
で
は
人
民
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
金
ら
は
ま
だ
抗
日
愛
国
勢
力
の
地
下
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
に
活
動
を
や
め
た
。
李
相
朝
自
身
も
一
九
四
二
年
か
ら
党
の
指
示
に
よ
り
、
中
国
東
北
部
で
活
動
を
行
っ
た
。
朝
鮮
半
島
で
も
地
下
活
動
は
存
在
し
た
。
歴
史
を
偽
造
し
て
は
行
け
な
い
。
こ
の
例
と
し
て
普
天
塗
の
事
件
と
「
祖
国
光
復
会
」
を
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
朴
金
詰
ら
は
偽
造
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
普
天
塁の戦いなるものは、実際は、パルチザン部隊による、交番襲撃にすぎなかった。その結果、警官三名が殺された。
つまりこれは警察との小競り合いにすぎなかった。この小競り合いの後、新聞報道では、後退局面でさらに一○名の
（剛）
日本兵が殺害された。つまりこの小競り合いにすぎない事件が、朝鮮革命全体の戦略的大闘争とい．つように偽造され
て
い
る
。
す
べ
て
金
日
成
の
功
績
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
個
人
史
の
創
設
で
あ
る
。
平
壌
の
民
族
解
放
闘
争
博
物
館
の
資
料
は
ま
さ
に
ている。
そうだ。
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四八
争も考慮しなければならない。朝羅計人部隊は、日本とだけでなく、蒋介石とも、アメリカの干渉主義者とも戦ったの
だ。朝鮮戦争にも五個師団が加わった。金日成はさらに、第一一一回党大会時には、甲山のシェーマを作成したのは自分
だとまで言い出した。世論の力でこれは博物館の壁から撤去させた。民族解放の歴史を、党副委員長朴金詰らによる
（呪）
偽造に任せるのでなく、経験ある党員からなる権威ある委員△雪を作って監修を行うべきだ。
経溶建設、国民の生活水塗向上でも大きな誤りが犯された。個人害窪仔の結果だ。特にこの二年間の経済建設では間
（咽〉
違いが大きい。》隷物調達では官僚主雷奪的計画に頼り、深刻な誤りがあった。
強制的な穀物播磨収で、三○○名もの農民が自殺するに到った。これが農民にいかなる反響を呼んだことか。誤った
カンパーーァで三○○万トンもの穀物を徴収することになった。というのも金日成が、外国人の同志に我々は穀物問題
を解決できるといったあと、二ヶ月間の期間にこれらが生じた。肥料も、労働力も少なく、播種面積も狭い中で、革
命前の股盛期の偏処樫である三○○万トンを徴収するこのような計画が無謀であることは分かり切っていた。これには
自然発生的災害により、威鏡北道、南道での状況も悪かった。
マ
マ
しかしこれを無視して金日成が強御測的カンパニァを組織した。しかしわずか穀物一一万トンが集まっただけだった。
農民には遥檀のファンドもなくなり、一王笛も飼否料不足で死んだ。しかし自己の「業綱」を示すべく、この強制的なカ
ンパニアをご機嫌取りどもは反人民的カンパニアを続行した。事態があまりに深刻になったので政府は備蓄を出さざ
るをえなくなった。こうして我が体制の基礎である労働者と農民の同盟は崩された。
多くの農民が飢餓線上に立たされた。これを助けるために中国人民志願軍が朝鮮の農民救済にやってきた．中国人
民志願軍は、朝鮮農民がもし餓死すれば責任は、当該地方に配置された軍の司令官にあると命令した。それでも金日
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（剛）
成
ら
は
「
政
策
は
正
し
か
っ
た
が
、
執
行
者
が
、
正
し
い
政
策
を
歪
曲
し
た
」
と
い
い
続
け
た
。
李
相
朝
自
身
は
、
休
戦
交
渉
時
、
開
城
で
の
農
民
の
経
済
を
調
査
し
た
が
、
食
料
と
現
物
税
の
徴
収
後
、
農
民
の
手
元
に
残
っ
た
の
は
わ
ず
か
○
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
農
民
が
穀
物
調
達
で
出
せ
る
の
は
、
計
画
さ
れ
た
三
○
○
万
ト
ン
守
マ
ではなく、一五万トンなのである。こうして著者季は金日成に対－）、開城で穀物調達を実施するとなると、強制的手
段しかなくなると警告した。金もこの結論を支持し、開城では穀物調達は中止された。果たしてこのような政策は、
国
家
と
人
民
の
利
益
に
か
な
う
正
し
い
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
策
だ
ろ
う
か
？
金
た
ち
は
そ
れ
で
も
基
本
政
策
は
正
し
い
と
い
う
。
こ
う
し
て
党
と
国
家
の
利
益
を
無
視
し
て
い
る
。
農
業
副
相
に
聞
い
た
ら
農
民
た
ち
は
労
働
義
務
制
で
年
間
五
○
’
六
○
日
も
働
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
週
に
一
日
は
労
働
義
務
制
で
た
だ
働
き
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
朝
銭
戦
争
が
終
わ
っ
た
と
い
う
の
に
こ
う
し
て
、
指
導
者
が
言
う
「
農
民
は
労
働
義
務
制
で
自
発
的に働いている」というのだ。
租
税
政
策
に
つ
い
て
も
一
言
触
れ
よ
う
。
祖
国
分
断
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
問
題
を
慎
重
に
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
府
が
下
す
決定は集合的に、すべての状況を判断して慎重に下すべきである。ところが、実際は金曰成が若干の同志の支持で一
人
決
め
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
局
と
政
府
決
定
だ
と
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
、
自
己
の
運
命
に
恐
怖
が
あ
る
状
況
で
誰
が
金
日
成
の
意
見
に
対
立
し
て
意
見
を
言
う
だ
ろ
う
か
？
す
べ
て
金
日
成
の
個
人
崇
拝
、
ご
機
嫌
取
り
、
官
僚
主
義
の
せ
い
で
あ
る
。
もう一つ、金日成と若干の指導者の主導で朝鮮戦争後、自動車工場建設計画が計画された。しかし北朝鮮には産業
が弱い。客観情勢を無視した主観的な計画からは成果は出ない。可能性のない計画となってしまった。
同
様
食
肉
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
缶
詰
工
場
が
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
朝
鮮
で
は
畜
産
は
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
全
朝
鮮
で
す
ら
原
料
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
四
九
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ど
う
し
て
、
個
人
崇
拝
が
我
が
党
の
理
論
と
実
際
に
な
い
と
い
え
よ
う
か
？
我
が
国
の
経
済
は
貧
し
い
。
確
か
に
三
年
間
の
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
戦
争
が
経
済
を
破
壊
し
、
農
業
に
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
我
が
党
も
国
民
生
活
の
向
上
に
不
十
分
な
注
意
し
か
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
金
日
成
の
ソ
連
東
欧
訪
問
で
、
ソ
連
共
産
党
か
ら
そ
の
方
向
で
の
忠
告
が
与
え
ら
れ
た
。
住
宅
事
情
も
悪
く
、
（耐）
労
働
者
は
、
平
均
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
空
間
に
住
ん
で
い
る
。
織
物
は
一
人
あ
た
り
五
・
四
メ
ー
ト
ル
、
靴
は
二
・
｜
足
で
あ
る
。
す
べ
て
素
早
い
解
決
が
必
要
だ
。
し
か
し
金
日
成
は
可
能
性
を
無
視
し
て
重
工
業
も
、
軽
工
業
も
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
実
際
の
投
資
の
総
額
、
労
働
者
の
数
と
い
っ
た
計
画
を
見
れ
ば
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
だ
。
ソ
連
共
産
党
か
ら
金
日
成
、
朴
正
愛
、
南
日
を
通
じ
て
我
が
党
に
た
い
し
、
批
判
的
コ
メ
ン
ト
、
同
志
的
忠
告
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
住
民
の
生
活
水
準
向
上
、
党
内
で
の
金
日
成
個
人
崇
拝
の
克
服
、
ご
機
嫌
取
り
と
出
世
主
義
の
一
掃
、
我
が
党
史
と
党
宣
伝
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
。
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
朝
鮮
戦
争
時
に
も
中
国
共
産
党
か
ら
我
が
党
に
こ
の
よ
う
な
要
望
が
つ
た
え
ら
れ
た
。
し
か
し戦時をいいことに、党の秘密ということで秘密に付され、実現されなかった。党内でも殆ど知られていない。
朝
鮮
戦
争
開
始
後
、
私
は
金
日
成
の
指
示
で
毛
沢
東
に
会
見
に
北
京
に
行
き
、
長
時
間
の
会
談
を
行
っ
た
。
毛
は
我
が
党
の
責
任
あ
る
同
志
に
要
望
を
述
べ
た
。
党
中
央
委
員
候
補
と
し
て
党
中
央
委
員
会
に
証
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
人
民
軍
が
釜
山
直
前
ま
で
い
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
は
三
つ
の
可
能
性
を
示
し
、
特
に
朝
鮮
人
民
軍
の
背
後
を
ア
メ
リ
カ
軍
が
お
そ
う
可
能
性
を指摘した。 法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
五
○
肉
は
一
月
分
も
な
か
っ
た
。
労
働
者
の
月
収
が
六
○
○
’
一
○
○
○
ウ
ォ
ン
で
あ
る
と
き
に
、
｜
キ
ロ
の
肉
は
四
○
○
’
五
○
○
ウ
ォ
ン
も
す
る
の
だ
。
国
民
の
現
実
的
生
活
状
態
、
客
観
情
勢
を
無
視
し
た
、
よ
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
指
導
者
の
決
定
は
経
済
に
も
悪
い
影
響
も
す
ろ
の
だ
。
国
自
を与えるものだ。
Hosei University Repository
当
時
、
朝
鮮
人
民
軍
に
は
実
際
に
は
党
組
織
も
な
か
っ
た
。
武
器
も
な
か
っ
た
。
包
囲
さ
れ
た
と
き
人
民
軍
は
総
崩
れ
に
な
っ
た
。
人
民軍の捕虜の数は、わが軍の捕まえた捕虜数を数倍越えた。これらの原因の一つは、金日成が毛沢東の注意と要望を
無
視
し
て
、
戦
場
で
の
可
能
性
を
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
上述したすべてのことは、レーニン主義の組織原則と、党内民主主義の拡大という原則から検討すべきである。こ
れ
ら
は
単
に
朝
鮮
労
働
党
だ
け
で
な
く
、
国
際
共
産
主
義
運
動
に
も
政
治
的
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
集団指導体制と党内民主主義の問題から、私は金曰成の個人崇拝と決定的に戦う。党中央が私の提起した問題を検
討することを願う。
値
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
（剛）
かわりに毛は、可能な戦略的後退を意識するように忠告した。ありうるべき危険性に備えよ、と言うことであった。
毛
の
忠
告
は
的
中
し
た
。
仁
川
作
戦
で
ア
メ
リ
カ
が
反
撃
し
て
き
た
。
しかし金日成はこの忠告は無視した。私は詳細に毛の忠告を伝えたが、戦略的後退をする必要はない、この忠告は
聞く必要がないといった。それどころかこの毛の話を誰にもするな、と金日成はいった。今となってはこの忠告の価
この書簡を要約したソ連側の要約では、
Ⅲ労働党中央委員会八月全員会議では朝鮮でも個人崇拝があることが初めて認められた。ところがこれとの批判、
闘争を行う代わりに、金日成体制への批判者が取り除かれると言った、支持しがたい結論が出たことを李大使
は批判している。金曰成批判が政府と党の転覆と見なされている。封建時代や曰帝時代と同様、権力を批判す
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
五一
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五こ
る
こ
と
が
反
逆
と
な
る
理
論
が
党
内
で
蔓
延
し
て
い
る
。
②金日成の党・政府に対する完全な権力掌握が起きている。彼の著作は自分の手によるものでない。
⑥
金
日
成
、
朴
正
愛
、
南
曰
ら
は
ソ
連
共
産
党
の
勧
告
を
握
り
つ
ぶ
し
、
他
の
党
員
に
伝
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ソ
連
共
産
党
が
金
日
成
批
判
を
禁
じ
た
と
流
し
て
い
る
。
川全員会議までに金に批判的な同志が分派活動と見なされ、また発言予定者が北京などに追放された。
⑤
中
国
共
産
党
と
関
係
が
あ
っ
た
五
○
○
名
以
上
の
幹
部
た
ち
が
、
内
部
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
「
延
安
派
」
で
あ
る
と
ひ
と
く
く
り
に批判され、追放されたのを始め、金日成の「祖国光復会」以外の集団出の党員は、ソ連派も含めて反党活動
で
あ
る
と
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
。
⑥
党
規
範
の
違
反
が
金
日
成
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
党
内
で
金
の
権
力
乱
用
、
横
暴
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
ｍ
三
万
人
以
上
の
人
間
が
獄
中
に
あ
る
。
車
内
部
だ
け
で
一
師
団
以
上
の
人
間
が
逮
捕
さ
れ
た
。
八
○
○
○
人
が
政
治
犯
で
あ
り
、
一
万
人
が
他
の
犯
罪
で
責
任
を
問
わ
れ
た
。
つ
ま
り
北
朝
鮮
で
は
各
三
○
○
人
に
一
人
が
犯
罪
者
と
な
っ
て
い
る
。
死
刑
に
到
る
刑罰は窓意的である。この抑圧的手段と、現物税問題で金日成に反対した朴一禺内一種柏、政治委員は逮捕され、
家族も平壌から追放された。金日成の肖像に鉛筆で修正しただけで反革命罪が適用された党員もある。
⑧一九五四－五年に穀物調達期には、穀物を物理的に力で農民から取り上げた。これは外国人に金が、穀物問題
を
解
決
で
き
る
と
大
見
得
を
切
っ
た
こ
と
か
ら
三
○
○
万
ト
ン
調
達
の
号
令
が
か
か
っ
た
。
こ
の
調
達
で
は
三
○
○
名
も
の
農
民
が自殺した。威鏡道では全く穀物がなくなった。私は開城で調査をしたが、現物税と食料をのぞけば○・五パ
ーセントしか穀物は手もとに残らなかった。三○○万トンどころか一五万トンしか提供できなかった。ちなみ
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⑨
事
実
上
活
動
を
一
九
四
○
年
か
ら
四
五
年
ま
で
活
動
を
停
止
し
て
い
た
金
日
成
の
パ
ル
チ
ザ
ン
派
だ
け
が
民
族
解
放
闘
争
を
行
っ
た
と
い
っ
た
歴
史
の
偽
造
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
パ
ル
チ
ザ
ン
派
は
、
ま
だ
可
能
性
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
闘
争
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
国
で
の
抗
日
活
動
は
も
っ
と
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
地
下
活
動
も
や
め
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
金
の
集
団
は
大
衆
的
な
基
盤
が
な
か
っ
た
か
ら
や
め
た
の
だ
。
⑩
歴
史
の
偽
造
が
あ
る
。
通
常
の
奇
襲
攻
撃
に
す
ぎ
な
い
普
天
塗
の
闘
争
な
る
も
の
が
、
こ
の
程
度
の
こ
と
が
歴
史
的
大
戦
闘
に
な
｛航）
っている。金日成の集団、「祖国光復〈室」は一○○名程度だったにすぎないが、その役割が誇張されている。
Ⅲ
朝
鮮
戦
争
時
、
毛
沢
東
は
、
仁
川
か
ら
の
国
連
軍
攻
撃
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
に
金
日
成
は
無
視
し
て
攻
撃
を
続
け
た
た
め
敗
北
し
た
。
党
組
織
も
武
器
も
な
か
っ
た
朝
鮮
軍
は
捕
虜
に
な
っ
た
。
捕
虜
の
数
は
圧
倒
的
に
朝
鮮
人
民
軍
が
多
い
。
⑫
住
民
の
生
活
水
準
は
苦
し
い
。
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
六
○
○
’
一
○
○
○
ウ
ォ
ン
だ
が
、
肉
一
キ
ロ
で
六
○
○
ウ
ォ
ン
は
す
る
。
住民の居住面積は二・五五平方メートルである。
⑬
そ
れ
で
も
金
日
成
を
指
導
部
に
残
す
こ
と
ま
で
は
反
対
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
欠
点
の
除
去
が
重
要
だ
、
と李相朝は考える。
以上が要約である。
影響だ。
にこのとき金の肖像をさして「国民の実情をまえは知らない」といった農民は七年の刑になった。個人崇拝の
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
五
＝ 
￣ 
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こ
の
席
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
欠
席
し
た
が
、
常
任
委
員
会
員
、
ミ
コ
ャ
ン
、
カ
ガ
ノ
ビ
ッ
チ
、
ポ
ロ
シ
ー
ロ
フ
、
マ
レ
ン
コ
フ
、
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
、
ス
ー
ス
ロ
フ
、
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
、
ア
リ
ス
ト
フ
、
サ
ブ
ー
ロ
フ
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
、
の
ほ
か
、
外
務
省
か
ら
グ
ロ
ム
イ
コ
、
フ
ェ
ド
レ
ン
コ
が
参
加
し
、
ミ
コ
ャ
ン
が
司
会
し
た
。
そ
こ
で
は
、
北
朝
鮮
大
使
を
共
産
党
国
際
部
の
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
が
接
見
す
る
こ
と
、
中
国
共
産
党
大
会
を
訪
れ
る
代
表
団
が
朝
鮮
人
と
真
剣
に
話
し
合
う
べ
き
こ
と
、
を
求
め
て
い
た
。
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
国
際
部
長
は
大
使
へ
（脇）
の
回
答
を
考
一
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
大
使
に
対
し
て
も
、
党
大
会
代
表
団
が
中
国
共
産
党
と
意
見
交
換
を
し
た
い
と
回
答
し
た
。
こ
う
し
て
ミ
コ
ャ
ン
常
任
委
員
会
員
、
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
ら
が
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
と
も
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
主
導
し
た
ミ
コ
ャ
ン
は
、
同
年
六
月
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
者
ラ
コ
シ
を
追
放
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
経
験
が
買
わ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く
と
も
三
月
に
金
日
成
自
身
に
よ
っ
て
招
待
を
う
け
て
い
た
。
中
国
共
産
党
も
、
親
中
国
派
の
追
放
に
は
怒
り
を
示
し
て
い
た
。
（剛）
動きを知ったソ連共産党常任委員△室は九月当初、中国共産党と意見交換するようソ連代表団のミコャンに指一示した。
このとき開催中の中国共産党第八回大会に派遣された代表団は中国側と意見交換し、ミコャンと国防部長彰徳懐とが
会
議の内容を伝えていた。
こ
う
し
た
北
朝
鮮
情
勢
の
緊
迫
を
受
け
て
、
ソ
連
共
産
党
常
任
委
員
会
（
政
治
局
を
改
称
－
筆
者
）
は
、
九
月
六
日
の
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
審
議
し
た
。
こ
こ
に
は
八
月
三
一
日
付
、
お
よ
び
九
月
一
日
付
Ｂ
・
イ
ワ
ノ
フ
大
使
の
電
文
が
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
８
ソ
連
共
産
党
・
中
国
共
産
党
の
反
応
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
五四
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平壊に派遣されることになった。ちなみにこの会議に朝鮮労働党からは金曰成が団長となるはずであったが、桔局崔
庸
健
副
委
員
長
が
代
表
と
な
っ
て
北
京
に
赴
い
て
き
た
。
（慨）
こ
の
件
に
関
す
る
ソ
連
大
使
館
の
直
接
資
料
は
、
シ
ェ
ス
テ
リ
コ
フ
参
事
官
の
日
誌
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
研
究
者
ア
ン
ド
レ
イ
・
ラ
ニ
コ
フ
は
古
く
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
を
研
究
し
て
い
る
が
、
こ
の
ミ
コ
ャ
ン
使
節
に
同
行
し
た
、
北
朝
鮮
と
日
本
担
当
の
党
中
央
委
員
会
コ
ヴ
ィイジェンコからのインタビューをラニコフは取った。彼によると九月、北京で毛沢東、ミコャン会談が行われた。
この席で、毛沢東は金曰成について触れ、この人物は愚かな戦争を開始し、凡庸なので、解任する必要があると語っ
（Ⅲ） 
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
両
者
は
代
表
団
を
平
壌
に
派
遣
し
た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
戦
争
に
人
民
志
願
軍
司
令
官
と
し
て
関
与
し
た
こ
と
で
朝
鮮問題に経験の深い彰徳懐将軍がミコャンとともに平壌に派遣されることになった。彰徳懐も金曰成の軍事面での資
質
の
低
さ
を
知
っ
て
い
た
一
方
、
延
安
系
の
政
治
局
員
朴
一
禺
と
の
関
係
が
よ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
知
っ
て
か
、
金
日
成
は
彼
ら
を
駅
頭
（庇）
にむか一えることもしなかった。
こ
う
し
て
九
月
二
三
日
に
、
ミ
コ
ャ
ン
と
彰
徳
懐
は
平
壌
で
こ
の
問
題
に
関
与
し
た
。
彰
徳
懐
は
金
日
成
に
、
か
っ
て
人
民
志
願
軍
の
（脚｝
副
司
令
だ
っ
た
朴
一
禺
の
中
国
へ
の
送
還
も
要
求
し
た
。
こ
の
訪
問
は
、
し
か
し
党
外
に
は
伏
せ
ら
れ
て
い
て
、
朝
鮮
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
秘
密
訪
問
の
理
由
を
尋
ね
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
に
ソ
連
大
使
イ
ワ
ノ
フ
は
、
「
党
の
ラ
イ
ン
で
非
（川）
公式に」訪れたか、ｂだ、と説明した。彼らは金日成と会見し、党中央委員会全員会議の開催を要求した。
金
支
持
派
が
狼
狽
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
ソ
連
派
朝
鮮
人
へ
の
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
た
平
壊
市
党
委
員
会
の
幹
部
が
解
（鰯）
任された。ソ連系朝鮮人に対しては、一七日、朴正愛が一○○名のソ連系朝鮮人を集めて、ソ連系を復権させ、朝鮮
（慨）
労
働
党
と
ソ
連
系
朝
鮮
人
と
の
関
係
を
新
し
く
す
る
こ
と
に
な
る
と
大
使
館
に
は
連
絡
が
入
っ
た
。
ソ
連
系
に
き
び
し
か
っ
た
た
め
、
中
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
〈
下
斗
米
）
五五
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ミコャン、彰徳懐は、八月事件の関係者の復党と、大規模な粛清を自粛すべきことを金日成に約束させることで満
（減）
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ヴ
ィ
ジ
ェ
ン
コ
ら
ソ
連
の
専
門
家
は
、
金
に
よ
る
党
の
掌
握
を
完
壁
な
も
の
と
み
て
い
た
。
二
一
党
の
会
議
に
で
た
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
が
、
コ
ヴ
ィ
ジ
ニ
ン
コ
に
決
議
を
書
く
よ
う
に
指
示
し
た
が
、
後
者
は
内
政
干
渉
に
な
る
か
ら
と
口
頭
で
行
う
べ
き
だ
と
断
っ
た
。
実
際
に
金
は
呉
振
字
少
将
の
率
い
る
軍
を
平
壌
で
展
開
し
、
反
乱
に
備
え
て
い
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
派
の
呉
は
そ
の
後
人
民
武
力
部
長
と
な
っ
て
、
金
正
日
の
お
守
り
役
と
な
る
。
彰
徳
懐
が
朝
鮮
戦
争
以
来
、
金
曰
成
と
の
関
係
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
も
作
用
し
た
。
イ
ワ
ノ
フ
大
使
の
年
末
の
報
告
で
も
、
彰
徳
懐
（川）
が
朝
鮮
人
の
間
で
「
尊
敬
さ
れ
て
な
い
」
と
い
っ
た
評
判
の
悪
さ
に
、
ソ
連
外
交
当
局
の
注
意
を
促
し
て
い
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
中
ソ
共産党代表団は、事件参加者への処分を寛大にするよう金曰成に要請した。
結局、八月全員会議の決定の一部が取り消された。崔昌益は平壌に戻り、朴昌玉はセメント工場の工場長に復帰し
た
。
除
名
さ
れ
た
党
員
は
復
党
し
、
ソ
連
派
党
員
も
外
交
を
含
め
た
活
動
に
一
部
は
戻
っ
た
。
九
月
全
員
会
議
で
は
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
（畑）
規範」遵守に転換されているかに見えるが、まだ一歩、というのが一一一月での大使館の見立てであった。崔は一一月
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
五六
国派に近いと思われた崔庸健副委員長も多少軌道修正した。
二
三
日
の
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
、
金
曰
成
は
、
八
月
中
央
委
員
会
全
員
会
議
の
決
議
の
多
く
を
取
り
消
し
、
金
曰
成
も
形
式
的
に
自
己
批
判
し
た
。
こ
の
決
議
は
翌
日
の
新
聞
で
も
公
表
さ
れ
た
の
で
、
注
意
深
い
読
者
は
こ
の
変
化
に
は
気
が
つ
い
た
で
あ
ろ
う
。
だがその前のハンガリーでのラコシの追放の成功とは反対に、だがミコャンは党内情勢がつかめておらず、ソ連と中
国
に
よ
る
介
入
は
、
金
日
成
解
任
と
い
う
意
図
が
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
失
敗
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
民衆反乱の気配はなかった。
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（、）
段
階
で
は
文
化
宣
伝
省
文
化
遺
物
保
存
局
長
に
復
帰
し
て
い
た
。
他
方
、
ミ
コ
ャ
ン
、
彰
徳
懐
と
金
日
成
と
の
間
で
、
八
’
九
月
の
両
全
員
会
議
の
合
意
事
項
を
完
全
に
公
表
す
る
と
い
う
合
意
が
で
き
（川）
ていた。しかし、早くもイワノフ大使が九月一一七日に訪問した金日成直系の朴金結党’中央委員は、新聞で公表するの
（腕）
は
好
ま
し
／
、
な
く
、
特
別
論
文
集
を
つ
く
っ
て
こ
れ
を
地
方
党
組
織
に
送
る
の
で
ど
う
か
と
い
い
だ
し
た
。
ペ
リ
シ
チ
ェ
ン
コ
参
事
官
は
こ
の
こ
と
に
は
す
で
に
ミ
コ
ャ
ン
、
彰
徳
懐
、
そ
し
て
金
曰
成
と
の
三
者
間
で
公
表
す
る
旨
の
合
意
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
ま
た
中
央
委
員
会
常
務
等
安
員
会
成
員
と
合
意
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
抗
弁
し
た
。
回
付
し
た
ペ
リ
シ
チ
ェ
ン
コ
参
事
官
（
の
ち
臨
時
大
使
）
も
ま
た
公
表
を
迫
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
朴
は
、
こ
の
合
意
は
金
日
成
自
身
も
承
知
し
て
い
る
が
、
党
中
央
委
員
会
は
全
員
会
議
決
定
の
公
表
問
題
（脚）
で
は
ま
だ
何
ら
決
定
は
し
て
い
な
い
と
言
っ
た
。
朴
は
、
九
月
全
員
会
議
決
定
で
朴
昌
玉
、
崔
昌
益
の
復
権
は
認
め
ら
れ
た
４
℃
の
の
、
ま
だ
彼
ら
に
は
こ
の
情
報
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
と
も
伝
え
た
。
中
国
関
係
者
に
朴
金
満
が
伝
え
て
所
で
も
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
内
（川）
部
に
は
九
月
全
員
会
議
決
定
を
公
表
す
る
の
は
△
ロ
目
的
的
で
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
と
伝
え
た
。
二
八
日
に
中
国
政
府
の
依
頼
で
、
ソ
連
大
使
館
幹
部
と
会
っ
た
臨
時
代
理
大
使
ツ
ァ
オ
ヶ
ピ
ャ
ン
も
、
こ
の
資
料
公
表
問
題
で
ソ
連
大
（燗）
使
館
と
協
調
し
て
行
く
べ
き
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
も
語
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
労
働
党
が
し
ぶ
－
）
ぶ
公
表
し
た
全
員
会
議
決
定
の
短
い
報
告
に
は
、
「
労
働
党
に
よ
る
自
己
批
判
」
の
内
容
も
な
く
、
ま
た
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
規
範
厳
守
」
と
い
っ
た
箇
所
も
省
略
さ
れ
（、）
て
い
た
、
と
中
国
臨
時
大
使
は
ソ
連
大
使
館
に
伝
え
た
。
中
国
に
亡
命
し
た
同
士
し
の
家
族
に
は
、
食
糧
配
給
カ
ー
ド
が
止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
回
復
し
た
と
も
伝
え
て
き
た
。
し
か
し
彼
ら
の
祖
国
復
帰
は
不
要
だ
と
、
金
日
成
派
の
金
昌
満
は
い
い
は
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
な
ど
も
、
北
朝
鮮
の
全
般
的
な
問
題
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
た
。
経
済
危
機
は
、
彼
ら
の
注
目
を
浴
び
た
。
（、〉
大
使
た
ち
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
摺
報
が
か
け
て
い
る
こ
と
で
、
大
使
相
互
の
情
報
を
緊
密
に
す
る
一
」
と
を
語
り
合
わ
せ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
五
七
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九
月
全
員
会
議
の
議
事
の
公
表
に
関
し
て
一
○
月
八
日
、
金
日
成
と
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
金
の
郊
外
の
別
荘
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
金
日
成は、公約であった九月中央委員会全團云云識決議を完全の公表することを反故にした。金は大使に、三者間で公表す
る
と
い
う
合
意
は
な
く
、
金
日
成
は
、
中
央
委
員
会
常
任
委
員
会
で
こ
の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
常
任
委
員
会
（川）
は
こ
れ
を
公
表
す
る
の
は
こ
の
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
た
。
金
は
特
に
こ
れ
を
公
表
し
な
い
理
由
と
し
て
、
韓
国という熱墜国の存在をあげた。また朝騨労働党は組織問題について短い情報しか出してこなかったので、完全な情報
を
出
す
と
し
た
ら
「
い
い
重
要
な
情
報
」
か
ら
始
め
た
い
、
と
も
語
っ
た
。
イワノフ大使の抗弁にあった金日成は、ソ連共産党と中国共産党が与えた忠告については、常任委員会は、「兄弟
党
が
党
内
問
題
に
介
入
す
る
印
象
を
与
え
る
」
、
「
八
月
党
全
員
会
議
の
組
織
問
題
決
定
に
兄
弟
党
の
圧
力
が
あ
っ
た
」
こ
と
に
な
る
の
で
公
表
し
な
い
、
中
ソ
兄
弟
党
の
代
表
の
派
遣
が
「
完
全
に
広
報
さ
れ
る
と
、
敵
に
よ
っ
て
我
が
依
制
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
（、）
否定的に対応する』国伝えた。実際一○月八日直前に開かれた、八月、九月全員会議決定に関する地方膏へ代表の全員会
議
で
は
う
地
方
晋
一
組
織
代
表
が
、
分
派
主
義
者
を
厳
し
く
批
判
し
た
と
、
金
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
伝
え
た
。
彼
ら
は
、
分
派
主
義
へ
の
処
分を緩和した九［月決定に合意していないとも語った。金日成自身は、大使の質問に答え、九月全員会議決定を実施し
ていくとも答えたが、その声は弱かった。
金
日
成
は
大
使
に
、
全
員
会
議
決
議
は
地
方
組
織
に
送
付
す
る
の
で
完
全
に
は
公
表
し
な
い
、
と
ミ
コ
ャ
ン
に
対
し
て
伝
え
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
労
働
党
指
導
部
は
、
も
は
や
全
員
会
譲
決
議
を
公
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
ミ
コ
ャ
ン
と
彰
徳
懐
の
合
意
も
金
（伽）
日成には、あたかも存在しないかのように伝》えた。
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こ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
北
朝
鮮
外
務
省
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
一
○
月
末
、
李
相
朝
大
使
へ
の
帰
還
命
令
を
彼
が
守
っ
て
い
な
（Ｍ） 
い
、
と
ソ
連
側
を
暗
に
批
判
し
た
。
結
局
金
日
成
は
中
国
派
、
ソ
連
派
を
大
量
に
処
分
す
る
こ
と
で
応
じ
た
。
ソ
連
・
北
朝
鮮
関
係
は
悪
化
し
、
駐
ソ
連
大
使
李
相
朝
ま
で
が
亡
命
し
た
。
ソ
連
留
学
生
の
な
か
で
も
金
日
成
批
判
が
生
じ
た
。
一
九
五
七
年
三
月
、
金
日
成
は
ペ
スターリン批判と金曰成体制（下斗米）
五九
一
○
月
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
は
、
北
朝
鮮
指
導
部
も
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
の
公
式
出
版
物
は
遅
れ
て
発
（Ⅲ） 
行され、外交団への説明もまれとなった。しかしそれが中ソ、そして東欧間での政治的な大事件となった一」とで、逆
に
中
ソ
の
北
朝
鮮
へ
の
風
圧
は
低
下
し
出
し
た
。
ソ
連
政
府
は
こ
れ
ら
事
件
の
さ
な
か
の
一
○
月
三
○
日
、
他
の
社
会
主
義
諸
国
と
の
友
好
協
力
関
係
強
化
の
声
明
を
出
し
た
。
平
等
・
独
立
・
主
権
尊
重
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
十
月
宣
言
は
北
朝
鮮
の
立
場
を
一
挙
に
好
転
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
事
実
二
月
は
じ
め
に
は
、
南
曰
外
相
は
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
、
一
○
月
末
に
ソ
連
政
府
が
出
し
た
（腿｝
声
明
を
支
持
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
と
の
友
好
を
宣
伝
し
た
い
と
い
っ
た
。
実
際
、
二
月
四
日
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
ソ
連
軍
の
介
入
は
大
き
な
反
応
を
見
せ
て
い
た
。
同
時
に
北
朝
鮮
指
導
部
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
中
ソ
間
で
の
溝
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
南
日
外
相
は
二
月
九
日
、
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
、
中
国
外
務
副
相
が
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ
（蝋）
ト
ナ
ム
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
大
使
を
招
き
、
ソ
連
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
侵
攻
は
容
認
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
と
伝
壹
え
て
き
た
。
こ
れ
は
奇
妙
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
一
○
月
末
、
劉
少
奇
た
ち
中
国
共
産
党
幹
部
が
、
ソ
連
共
産
党
常
任
委
員
会
会
議
に
参
加
し
こ
れ
を
支
持
し
て
で
あ
っ
た
。
と
い
う
（
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
９
束
欧
革
命
と
金
体
制
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リシェンコ参事官にたいし、朝鮮問題に関するモスクワの高等教育機関での論究には「旧大使李担期の精神」による
ような否定的なものがある、と注意を促した。それによると国際関係大での樗蕊では、外務省の外交官Ｍ・Ｓ・カビ
（旧）
ツアが、労働党に対して民主主義が不足している等と発二一□した。金は、それまでにまして反対派、特に中ソとの関係
を
有
す
る
党
員
を
粛
清
・
処
分
し
、
国
内
で
の
抑
圧
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
一
九
五
七
年
一
二
月
の
全
員
会
議
で
金
は
、
中
ソ
が
「
大
国
的、拝外主義的である」と批判することになった。
ソ連政府は、しかしハンガリーへのソ連軍介入がおこなわれたあとの一一月一四日、李担朝に代わる共朝鮮大使に
アグレマンを与えた。これを伝えたイワノフ大使に、南曰外相は、李批判を繰り返した。南はそれでも李が中国に行
く
こ
と
に
は
異
論
な
い
と
い
っ
た
Ｑ
だ
が
五
七
年
に
な
っ
て
杢
鉤
蝋
朝
は
、
ソ
連
モ
ス
ク
ワ
で
の
共
産
党
高
級
学
校
で
研
修
に
あ
っ
た
。
こ
れを知った北朝鮮指導部は怒った。三月九日南日外相は、ペリシェンコ臨時大使との懇談で、この研修をソ連が行っ
（旧）
ていることは北朝鮮指導部に対するソ連からの間接的批判に当たる、という批判的一一一巨説を述べた。
そ
の
こ
ろ
ソ
連
で
働
く
朝
鮮
労
働
党
員
李
ヒ
ン
サ
ン
は
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
極
東
部
あ
て
の
一
二
月
の
醤
間
で
、
朝
鮮
労
働
党
の宣伝煽動部副部長金道満がソ連国内の朝鮮人学生や朝鮮系’市民に対し、ミコャン代表団が、あたかも朝騨国内では
（Ⅲ） 
個人崇拝は基本的に無関係であるがごとく説明していることに抗議する鱒曇間を送った。金は「ハンガリー国家と党と
は、おろかにもソ連のモデルをまねたがゆえに国家が滅び、ソ連のように個人害窪仔と戦ったがゆえにその死滅にいた
八月、九月労働党全員会議とその後の政治的変化は、とくに金日成指導部の中国共産党指導部との関係の悪化、そ
して北朝鮮内部での民族主義的潮流の強化となって現れた。『在中華人民共和国ソ連大使館報告一九五六年』は、一
（脱）
った」と言い放った。
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こ
れ
に
対
し
中
国
政
府
は
、
ソ
連
政
府
と
も
協
議
し
た
う
え
一
二
月
八
日
に
北
朝
鮮
政
府
へ
の
備
忘
録
を
送
り
、
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
が
国
連
を
朝
鮮
問
題
で
の
介
入
の
道
具
と
見
な
し
て
い
る
、
北
朝
鮮
、
中
国
を
始
め
社
会
主
義
国
は
、
常
に
国
連
の
介
入
に
反
対
し
て
き
た
、
と
伝
統
的
見
解
を
送
っ
た
。
ソ
連
政
府
側
も
、
こ
の
点
で
は
中
国
側
に
寄
り
、
「
中
国
と
北
朝
鮮
を
侵
略
者
」
と
呼
ん
で
い
る
国
連
（川〉
を朝鮮問題の解決に巻き込むことに疑念を呈した。ここでは、北朝鮮政府があえてこの段階でこのような国連重視策
を
、
し
か
も
中
国
が
飲
め
な
い
よ
う
な
形
で
送
っ
た
こ
と
目
体
に
注
目
し
た
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一ハ一
軍
」
と
、
国
連
と
は
そ
も
そ
も
戸
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
中
華
人
民
共
和
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
相
互
に
は
、
お
お
く
の
対
外
関
係
の
問
題
、
お
よ
び
朝
鮮
内
部
の
問
題
の
評
価
に
つ
い
て
完
全
な
意
見
の
一
致
が
な
い
。
そ
の
内
政
に
つ
い
て
の
中
国
の
友
人
の
見
解
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
。
一
九
五
六
年
二
月
、
北
朝
鮮
政
府
は
中
国
政
府
に
対
し
、
備
忘
録
を
送
り
、
相
談
の
形
で
、
朝
鮮
問
題
解
決
の
た
め
に
国
連
組
織
を
巻
き
込
む
こ
と
の
合
目
的
性
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
。
こ
の
北
朝
鮮
政
府
の
提
案
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
に
つ
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
で
、
ソ
連
、
中
国
、
北
朝
鮮
代
表
団
が
協
調
し
て
主
張
した朝鮮半島問題の公正な解決策の原則に、根本的に背馳するものであった。従って中国政府は、｜‐現段階における
（伽）
このような解決策の〈ロ目的性については疑問符を打った。」
後
者
の
問
題
で
は
、
北
朝
鮮
と
中
国
と
で
国
連
の
概
念
自
体
で
考
え
が
異
な
っ
て
き
た
。
北
朝
鮮
の
考
え
で
は
、
戦
っ
て
い
る
「
国
連
軍
」
と
、
国
連
と
は
そ
も
そ
も
区
別
す
べ
き
で
あ
る
、
国
連
軍
と
し
て
介
入
し
て
き
て
い
る
国
家
以
外
に
、
国
連
に
は
他
の
国
家
も
参
加
九
五
七
年
四
月
に
わ
ず
か
数
部
印
刷
さ
れ
ソ
連
中
央
指
導
部
に
報
告
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
、
北
朝
鮮
と
中
国
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
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そ
の
背
景
に
あ
る
北
朝
鮮
で
の
対
中
関
係
の
悪
化
に
つ
い
て
、
先
の
ソ
連
大
使
館
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ソ
連
大
使
館
に入った中国の秘密の情報源からは、中国人民志願軍の軍人たちが、朝騨であたかも占領軍であるかのように振る舞
っている、北朝鮮権力に対し内政干渉の個別の事例がある、とみていた。新華社の秘密ブレチンによれば、「現在の
状況で多くの朝鮮人は、人民志願軍部隊をあたかも占領軍のようにみている、その朝鮮での将来の駐留は、望ましく
（Ⅲ） 
なく、朝鰹群民主主義人民共和国の主権を脅かしている」とみた。中国が五○万人いた人民志願軍を完全に撤兵させる
のは五八年一○月であったが、このような中朝関係の悪化は、北朝鮮の民族主義を鼓舞し、その独自外交への歩みを
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イワノフ大使もまた一二月二八日付け『朝鮮労働党と朝鮮民主主義共和国の情勢に寄せて』という文書を、シェピ
（皿）
ロブ外相の依頼によってフルシチョフ、ミコャンなどソ連共産党常任委員会成員と外務省首脳とに送っている。
結
語
Ⅲ一九五六年は朝鮮労働党にとっておおきな事件の年であった。しかし最大の四月に行われた第三回党大会決定
には、その前のソ連共産党二○回党大会での最重要な結論が反映されていなかった。可能性を無視して重工業
重視の政策が続けられ、住民の生活水準の向上に注意が向けられなかった。
②金科奉、崔昌益、朴昌玉、徐輝、尹公欽らの党幹部は政策転換を主張したが、これは金曰成がポズナーー事件で
これを要約すると、
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⑤
指
導
幹
部
の
粛
清
が
そ
の
後
も
続
い
た
。
彼
ら
は
結
局
中
国
に
逃
れ
た
。
五
五
年
に
逮
捕
さ
れ
た
朴
一
禺
政
治
委
員
ら
も
結
局
釈
放
後
、
中
国
に
逃
れ
た
。
⑥
金
日
成
に
よ
る
抑
圧
体
制
は
、
抑
圧
に
よ
る
圧
力
を
行
使
、
個
人
崇
拝
な
ど
の
過
誤
は
矯
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
、
’
九
五
四
年
か
ら
の
三
カ
年
計
画
は
、
農
業
で
は
よ
う
や
く
、
穀
物
調
達
で
二
七
○
万
ト
ン
と
、
一
九
四
九
年
水
準
に
は
回
復
し
た。しかし工業生産、大規模投資は遅れた。
⑧労働者、農民、知識人の水準はまだ戦前レベルに到っていない。北朝鮮のノルマ的配分は人口の四割のみであ
る
。
穀
物
も
七
割
が
七
○
○
グ
ラ
ム
だ
け
だ
。
肉
、
油
、
な
ど
商
品
価
格
は
恐
ろ
し
く
高
い
。
人
口
の
生
活
水
準
は
低
く
、
食
樋
事
情
は
南
の
ほ
う
が
高
い
ほ
ど
だ
。
⑨党員は人口比では八名に一人だが、水準は低い。五四年からの危機で入党者は五四年以降なく、五六年の粛清
で状況はいっそう悪化している。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
一ハーーー
の民衆反乱を見ていたときにあたった。彼らは金日成が率いる党の政策に批判的となった。
③
五
六
年
八
月
の
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
金
ら
は
自
己
批
判
を
回
避
、
党
幹
部
か
ら
の
批
判
を
浴
び
た
が
、
こ
れ
は
「
権
力
獲
得を目指した反党集団」と論難され、九名の指導幹部が中国に出国、李相朝ソ連大使は帰国を拒否した。こう
して党内の重要な欠陥、誤謬は暴露されなかった。
Ⅲこのためソ連共産党と中国共産党とはミコャン、彰徳懐らを派遣し、この結果崔昌益らは復権するなど、兄弟
党からの影響を行使した。しかしその結果の九月党全員会議の決定は、中ソ朝の指導者の合意にもかかわらず
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
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と
く
に
中
国
と
の
関
係
が
、
朝
鮮
戦
争
の
発
生
と
や
り
方
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
、
近
年
特
に
悪
化
し
て
い
た
が
、
金
日
成
個
人
が
明
ら
か
に、中国の友人の支持に見合った評価をしていない、と批判的であった。金曰成は、ソ連の祝日には出席したが、中
華人民共和国の祝日にかんする大使館でのレセプションにも顔を出さなかつ麺・中国は、北朝鮮の金日成からの五○
○○万元の経済援助要請に一一一ヶ月の返事をせず、その後拒否した。ソ連共産党もまた五七年一月一四日付書簡で、北
朝鮮に対し、軍事・経済でのアドバイザーやソ連専門家派遣を見送り、かわって相互に支援を送ることにしたいと伝
（噸）
えた。朝鮮労働党側もこれを歓迎すると二五日答えた。
他方ソ連のＫＧＢ参事官が、北朝鮮の高官石山と話した結果では、五六年一二月、民族保衛省での演説で、金日成
1３ 1， (10 
中
国
と
の
関
係
は
正
常
化
し
て
い
な
い
。
金
日
成
個
人
が
中
国
に
た
い
し
て
正
し
く
対
応
し
て
い
な
い
。
彰
徳
懐
に
た
い
し
て
金
日成による批判に不満が生じている。
生活水準は相変わらず低い。
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釦騨労働党の第三回党大会で党活動は一新された。朴昌益、金科奉らの立場が悪化した。かわって、金日成直
系の崖庸建、金昌満舟朴金詰、鄭一龍らの立場が強化された。
個人崇拝のおそれが高まっている。ソ連の朝鮮人らへの抑圧が強化されている。「友人」たちは、北朝鮮の個
（脚）
人
崇
拝
に
は
否
定
的
結
果
は
な
い
と
す
ら
い
っ
て
い
る
。
中国共産党と朝騨労働党との関係はこじれている。朝鮮では戦争中や戦後与えた特権に中国側での感謝が足り
ない。
Hosei University Repository
は演説し、「朝鮮の民族的特質を生かしつつソ連の先進的経験を取り入れる必要」を語った。ソ連系朝鮮人の内政千
（慨）
渉という「偽情報」は正しくない、という金の一一一三明は、勝ち誇った者の叫びでもあった。
こ
う
し
て
金
日
成
は
一
九
四
五
年
に
は
ソ
連
側
の
操
り
人
形
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
○
年
後
に
は
本
来
の
「
製
造
者
」
ソ
連
や
朝鮮戦争で協力した中国の思惑を越えた存在へと変身し始めていた。中ソ対立というその後の歴史的な紛争はこの自
主性をさらに押し進める契機となった。金首相は党内反対派を一掃、五六年スターリン批判に伴う党内危機を乗り切
ると、ますます抑圧的度合いを強め、かってのホスト国ソ連の思惑すら超えた航路をたどり始めたのである。
（３）荻原遼『朝鮮戦争』、和田春樹「朝鮮戦争全史」岩波書店、二○○二年。Ａ・トルクノフ、下斗米伸夫、金成浩『朝鮮戦争の謎と
真実・一草思社、二○○一年。
（
４
）
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
、
横
田
他
訳
『
現
代
朝
鮮
の
歴
史
ｌ
世
界
の
中
の
朝
鮮
』
明
石
書
店
、
二
○
○
三
年
。
こ
こ
で
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
い
う
言
葉も、スターリン批判も、個人崇拝すらない。修正主義史観は、北朝鮮問題をあまりに米朝関係の観点からのみ分析していて、ソ連体
制
全
般
の
織
造
的
問
題
と
言
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
金
日
成
体
制
が
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
も
、
こ
の
言
葉
が
、
ソ
連
政
治
体
制
で
は
スターリン体制後のブレジネフの体制を主としてさして出てくるという論脈を無視している。
（５）少．Ｆ目庁・ぐ．、ざ量叱冒一曽ご臼ミ富め§妬・函ｇ』》○『一の一②ョｚ・『晉宍。『のＰご冨専冒忌＆Ｃ⑤‐②ミミＮＥＳ劃」患②とゴゴ６｛爵尹国二・
曽忌・は前者の第五章を独自にふくらませたものだが、本校の完成最終段階で参照可能となった。李相朝の史料などは利用していない。
（
６
）
Ｖ
・
ペ
ト
ロ
フ
、
Ａ
・
ス
タ
ソ
フ
「
金
正
日
に
悩
ま
さ
れ
る
ロ
シ
ア
』
、
二
○
○
四
年
。
（７）元のシヱロ（勾巨の、言一の。醜ローロ『加弓の。。］】シ円丙亘ごｚＣぐの一⑪二】の】房【ｏヨ）。。この｜【勺、、己。のぐ巨臼齢凹昌⑫ヨ○巽『②ヨヨ一六○己已凹『｛ごｍ目・句Ｃ■ニ
ヱ◎・ロ○℃匠圏》Ｃｃ－Ｃ一一鰭」・］認。（以下□の一・』届」・］団と略）。
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
六
五
（１）ＤＣ重色ニヱ，い
（
２
）
錦
木
昌
之
詞
会、一九九八年。
ロ。【一目ｚ，の．云云『扇ヨ目の『四○戸巨一．一の一冒すロ・印ごめ国一冒印目※〆⑪、の巳①【句、⑫．□○百ョの。ｑ》三・・９ｓ・
錦
木
昌
之
『
北
朝
鮮
ｌ
伝
統
と
社
会
主
義
の
共
鳴
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
小
此
木
・
徐
監
修
『
資
料
・
北
朝
鮮
研
究
・
一
、
慶
臓
義
塾
大
学
出
版
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〆へ－、へ一戸～－－￣￣、〆へ－￣
2４２３２２２１２０１９１８１７１６１５ 
－--、－〆、－戸￣ゾ-－－戸￣
（濁）□の一（〕巴二・一・ｇ‐団この訪問では、労働党綱領問題審議（草案の翻訳は一・ｓ１＄）は、五七年から予定される五ヵ年計画の策定など
が討論されるはずであったことが、大使館からの資料の送付リストでうかがえる（一．雷）。
（⑫）Ｃの｜◎さ」・］望．
（旧）つゎ一・一一Ｐ一・蹟醇・洪命蕊は日本育ちの知識人、作家、エスペランチスト、（外務省アジア局監修、砺関会編、『現代朝鮮人名辞典」
一九六○年、外交時報社刊、二六四頁〉韓国での反体制運動家から北朝鮮の副首相を経て五三年から科学院委員長となる。なみにこの
会
談
は
、
金
日
成
が
ソ
迎
東
欧
旅
行
に
い
っ
て
い
る
最
中
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
出
発
直
則
洪
は
金
日
成
に
、
南
部
で
の
生
活
を
飢
餓
や
テ
ロ
と
い
っ
た
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
べ
き
だ
、
と
意
見
具
申
し
た
と
い
う
。
イ
ワ
ノ
フ
大
使
が
、
南
北
の
生
活
格
差
に
つ
い
て
問
う
た
と
き
に
、
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
洪
は
、
四
八
年
ま
で
南
部
に
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
「
現
在
南
部
の
生
活
水
耶
は
、
我
々
よ
り
良
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
悪
く
は
な
い。おそらく上だろう」という、イデオロギーにとらわれない興味深い考えを示した（一・鵠色・）。
（Ｍ）【Ｃ冒冒⑮厨目芹ご］③⑩鈩冨ご巨一電’四シご碇・・ｇｇ・ヨ・『の．Ｎヨョ。ご論文。
〈皿）ご句｜Ｃ一局』」（
（Ⅱ）□。｝。』」函』・雷．
（９）□の一．き》一・］蟹・第三回労働党大会に派遮されたエル・ブレジネフソ連共産党嘗記向けの北朝鮮経済要覧。
〈皿）ご句｜Ｃ一局』」韻．
法
学
志
林
第
一
（（ご）□の一。⑫底・』②』一』韓国。
□の一．』届』・二・
つの一【］二局』・『①．
□の一．四房」・国単函・
ロの一○二つ」。、》。
□ｃｌＣ二』・一・巴匂
Ｃの一。醒三』・罰『．
ソ
迎
共
産
党
極
東
代
表
部
宛
て
灘
簡
五
六
年
一
二
月
一
七
日
ｃ
五
ペ
ー
ジ
。
『）の一。－・】岳・ソ辿大使館、第三回労働党大会総括。
◎里。』］一・一・函。
ソ連共産党極東部宛瞥簡七ページ。
第
一
○
三
巻
第
一
号
一ハーハ
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通
）
朴
は
、
党
組
織
指
導
部
の
前
任
者
で
あ
っ
た
許
ガ
イ
の
友
人
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
金
日
成
の
要
請
で
送
っ
た
金
エ
ル
栞
の
枇
暴
を
見
逃
し
て
い
た
と
さ
れ
たＳの一・一局』・厨）。もっともこの問題を処理したのは崖廠健であって、党派的な暴露であった可能性は強いｅの一○』］函・］・イワノフ
スターリン批判と金曰成体制〈下斗米）
六七
（似）ロの一．一二」函．
（佃）ロの一○』届」，蛍・内務省での規律の欠如もやり玉に挙がった。また、朝鮮戦争時、ラズパェフ大使らソ巡と、中国側との対立をあお
ったともいわれた（一・］ｓｏ他方で彼は南労党の朴憲氷との関係は良かったといわれる。
￣べ￣、
３９３８ 
－〆～〆
（粥）□ＣｌＣさ』』雷》□のｌＣさ」・己．
（
説
）
こ
の
た
め
、
ソ
迎
共
産
党
で
外
国
共
産
党
と
の
関
係
を
担
当
し
た
ポ
リ
ス
・
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
書
記
は
、
金
日
成
が
ソ
連
共
産
党
を
訪
問
す
る
時
、
こ
の
処
分の遅れについて、ソ連党中央は問いただすべきだと勧告していたく｛〕の一・曽祭』・崖③）。一九○○年農民の子として生まれた朴懲氷は、
二一年から共産党活動に関与、’九二八年から全連邦共産党員として、国際レーニン学校に入学、その後コミンテルンの中央で活動し、
四五年にソウルで朝鮮共産主義迎動を立ち上げ、四七年から北朝鮮にいた（ロニ（）四二」・胃）。
（鍋）ＤＣ一．含』』・画・ソ連共産党極東代表部宛て瞥簡五六年一二月一七日。
ダー、
3５ 
，－ 
（粥）□の一○全」・一」］１局・
（別）□の一○一房」・萱・’九五六年一月一八日の党中央委員会総務委員会決定を不服とした彼らソ連派人士は、二－三月にソ迎大使館に不
当性を訴えていた。大使館はこの動きに第二○回党大会の影瀞も見ていた。
〆へ一氏￣氏
３２３１３０ 
－戸￣ゴ、￣
（蛆）□Ｃｌ◎窒今一・画－』ｍ・
（鍋）錦木昌之氏によれば、このテーゼは、それまでの民主基地論に変わる、新しいテーゼであった（『解放と革命ｌｌ朝鮮民主主義人
民
共
和
国
の
成
立
過
程
Ｉ
』
一
九
九
二
年
、
九
二
頁
．
（泌）Ｃｏ－ｏ雪』』・盤‐
（”）□の一。“二』’９。
ロ③一．全蒔』・の四・
□の一．』臣』・『・
ロの一○全」亨一」］Ｉ
Ｃの一○一房」’勇二｜
を訴えていた。
ＤＣｌＣ今壷穿一・］。。
ロの一Ｃ一屋．］・雪・朴水稲のソ迎大使館員フィラトフヘの五六年二月末の税胴も
□の一○』医」，缶Ｉ］』．
Ｃｏ－ｏ雪』』・蝉③－ｍ①．
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（蛸）□の｝。』一画』・勗・ちなみに松本清張の小説『北の詩人』は、この南労党指導者朴憲永に近かった林和の悲劇を、文字通り日本帝国主
義の手先と見た作品であって、容疑を本物とみている。
（狐）Ｃの－．と⑭。『⑤・副
〈帽）ｏの一．』畠』・馬・
（妬）ロの］○一畠』・国・
（灯）ロの一．』畠」・『』
れた（］・雪）。特鷹
（岨）□の一．倉］・』」⑭．
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
六
八
大使の日誌、一九五五年一二月七日）。「現代朝鮮人名辞典』一九六○年、外交時報社、二四五頁。
（禍）民主党は一九四五年二月、「民族派」轡晩植らによって造られたが、元中国共産党系、パルチザン派の崖ははやくも四六年二月
に彼を除名し、繊長となる。彼の元で北朝鮮民主党という呼称になり、三○万党員を抱えた。四九年祖国統一民主主義戦線ができたと
き
、
そ
の
櫛
成
員
と
な
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
後
党
員
数
は
激
減
し
、
労
働
党
や
金
日
成
の
著
作
を
学
ぶ
な
ど
、
そ
の
活
動
は
指
導
党
に
従
属
的
な
も
の
と
な
っ
て
いった。国家機関への影響も、統一過程への関わりも減少したと、ソ迎大使館資料は分析している（ロの一。合図』・呂函・）。
（狐）Ｃの一．凸鈩『⑤・副首相朴昌玉との大使館員フィラトフ参鞭官との対話。ちなみに朴昌玉は朴懸永派と強く戦った人物であった。
〈帽）ｏの一．』畠』・馬．
（釦）□の一．←扇』．、。
（別）Ｃの一。←届」・］、．
（認）Ｃの］。←尾』・］『・
（銅）□①一．筐、」。①．
（別）、の】◎酋噌」．ｇ・
（弱）己の一．←］唖』・臣・
（邪）Ｃの一○とＰ一・堂．
（訂）Ｃの］◎全Ｐ一・露・
（躯）□の］Ｃ』届」・司・
（銅）□ＢＣと⑭』・爵・
（帥）□の一○』届」・雷。
□の］Ｃ』届」・司・外交官フィラトフヘの朴永彬の説明。
、の】◎酋噌」・９．彼は一九五四年入党であるが、除名後大使館に出国を要鋼した。
Ｃの一。←届」・］口「現代朝鮮人名辞典』一九六○年、一九三頁。
Ｃの］。←良一・］『・朴永彬は、中国派の徐櫛には批判的であった。「現代朝鮮人名辞典』一九六○年、二五四頁。
ロの］○一畠』・『聾・
ロの一．』畠」・『四・実際には、軍のなかにはこの決定は伝わらず、翌二月には金日成は彼の訴えで復職させるが、まもなくまた解任さ
（］・雪）。特に崖庸健が解任の背後にいたという。
Ｃの一○一」Ｐ一・一』１ｍ②
□の一・』良一・雷・ラザレフ参駆官日誌。
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へ－■￣、￣、宍へ￣、￣、￣、￣、
８０７９７８７７７６７５７４７３７２ 
－〆、￣、￣、－〆～■、■〆、■〆～〆～ゲ
（的）□の一○筐】』・臆皀・
（わ）□の｜Ｃ含］』・］ｓ・
（Ⅱ）ロ⑦｜Ｃ一一』・］・］』『’四篭手Ｃの一○・一］⑭．’・扇ヨーニｇ」’一月二八日「ソ連共産党第二○回党大会資料公布の朝鮮労働党中央委員会指令」フル
シチョフ報告の（秘密報告でなく）形式部分は三万部、崔廠側報告は一万部印刷された。イワノフ大使は、この秘密曾簡に関し、第二
○回党大会の史料から正しい決論を引き出さなかった、「うぬぼれがある」と外務省幹部に播いたｅ⑦一Ｃ一屋」」患｝。
（犯）ロの］。←］②』・＄‐ご『．この書簡は一五部大使館で露訳され、フルシチョフら股高幹部に送られた。
（“）鐵耀峡石７輪翻鮮
（髄）ＤＣ匡四ニヱ・Ｐ【
（船）□の一．一房．－ｓ・塾
（師）□の一○』一』》一』悪．
（“）□の一○筐』』・凹畠．
（剛）二月八日、朴正愛女史は内藤瞥での二三名の研修などをソ連共産党のスースロフ書記に要請してほしいと伝えていた。
（館〉□の一○筐』』・一九五六年二月一九日。
（船）ＤＣ云一且Ｚ・⑫・宍己『巨豐ｎコの菌。六一】一．（の－－，－旨・切二印Ｅ一】冒目歸〆、．⑦巳の宍房め・□・言』ョ①ごこ・二・・９局・駅四．これは三○部作られ、各
代表がモスクワを発つまでに返却のことと会った。崖は一一番目、ちなみに一二番目はモンゴルのダンパ、一三位はベトナムのチョン
チンであった。
□⑮一Ｃ一屋・一。］③つ・
ロの一○』畠』’扇』・
ロの一○』畠』，］⑤』・
ロ⑦｜Ｃ含』一一・］『。
□⑥一○含輿一・②『。
禽
駿
石
『
北
細
騨
現
代
史
入
門
」
一
二
九
ペ
ー
ジ
。
ＤＣ匡且室．⑫，【。『巨晋○一］の菌ｏ弄巨『一の一冒一】己。⑫二ｍ画一ご回目滉〆⑩．●日。【でい⑫９．【ニョのｐご・三・・画ｇや．』縄・
口の一．一屋一ｓ・決鍍を報じた二七日新聞では一二回、金日成の名を上げた◎
□⑥］Ｃ一屋一・］雷・イワノフ大使はこの書簡を解税して、友人は正しい結論を得ていない、と批判した（］・』篭）。
ロの］。←」輿一・℃⑰。
己の一○一二』・］９．五月末にイワノフ大使から爾日外相へ補足説明した。
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（的）己①一．含］」，
（帥）ロの一○筐】』〈
（肌）□の一。』二」．
（躯）ＤｃｌＣ筐」』・
（卵）己の一○筐〕』・
（皿）ちなみにこ
（師）□・一。』』Ｐ］・曽・ペトロフ参事官日誌三月九日。
（鯛）□の一．」臣』・巴切・前任のスーズダリョフ大使の時に今件をモスクワに照会したとき、モスクワの返事がなかったので、ソ連側は彼
の
蝋
刑
に
関
心
が
な
い
と
金
日
成
は
思
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
個
人
と
し
て
は
再
検
討
の
余
地
が
な
い
が
、
政
治
会
議
で
検
討
し
よ
う
と
い
っ
た
（
些
巴
。
朴
に
つ
い
て
は
五
五
年
一
二
月
処
刑
説
（
平
凡
社
百
科
、
梶
村
秀
樹
執
簸
）
が
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
五
六
年
四
月
ま
で
は
生
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
ち
な
み
に
、
朴
遡
氷
の
死
刑
判
決
に
つ
い
て
は
七
月
説
も
あ
る
が
、
砿
認
し
え
て
い
な
い
。
な
お
、
二
○
○
五
年
九
月
十
三
日
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
在
住
す
る
北
朝
鮮
系
ソ
迎
人
だ
っ
た
Ｘ
氏
は
、
朴
憲
永
が
五
六
年
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
公
開
処
刑
さ
れ
た
と
き
に
間
近
で
立
ち
会
っ
た
友
人
か
ら
の
証
言
を
伝
え
た
。
彼
は
、
モ
ス
ク
ワ
が
各
国
共
産
党
の
独
自
性
を
認
め
た
十
月
宣
言
（
五
九
頁
）
後
に
処
刑
さ
れ
た
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
際
、
朴
が
米
国
・
日
本
の
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
三
分
後
に
は
銃
殺
さ
れ
た
と
い
う
｛
下
斗
米
ら
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
。
筋）北朝鮮労働党大会は四六年八月二九日創党大〈『四八年三月第二回党大会を開臆している。八月には南労党との辿席中央委員会が
結成され、両党が四九年には六月には合同したことになっている。もっともそのエ素鋺きや公式的会議内容は知られていない。従って朝
鮮労働党は正式には、四九年六月が創立大会のはずであるにも関わらず、五六年に第三回大会が開催された、という異常な事態になっ
（別）□①一．筐Ｐ一・画割
（開）□の一ｃ二三」，望。
（開）己の｜Ｃ含Ｐ｝』お・
（別）□①一．筐Ｐ］・ヨーヨ。
（皿）［）里Ｃ含
（皿）ロニ。』一
は指摘した。
た
。ちなみにこの大会には日本共産党から袴田里見、河田賢治が参加していた。ここで朝鮮労働党の崖廠健、朴一英との間で、日本共
己の］。』巨』・］②四・
□の一。』二」’二⑭．
□の一○一一」』・皀塑・日誌六月八日。
ロの一○』二・云山。
［）の一Ｃ』］鱒一・」』『。
。●一。』后．］・』』』・腐敗と賄賂その他で、
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
三
分
の
一
の
物
財
が
計
画
ど
お
り
に
梢
賀
さ
れ
な
か
っ
た
と
金
日
成
も
言
っ
て
い
る
と
、
大
使
館
の
分
枅
七
○
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〈順）Ｃの一○』巨』．ｇ』・
（川）□の一●一局」・』＆．ちなみにこの時も、李大使は、おわった第三回大会について、自己批判の欠如、ソ迎共産党第二○回大会の無視
など「本質的欠陥」があると語った。大使は、自分の意見は、指導部の公式的意見でないし、指導部も大使の見解を知っているとも伝
えたＳの一．一局』・』圏・）。金日成の個人崇拝が強化され、歴史の偽造が行われている。かれの行ったパルチザン闘争だけが称揚され、
平壌の革命博物館は金日成個人史博物館になっているとも語った。
耐
）
和
田
春
樹
『
北
朝
鮮
Ｉ
遊
撃
隊
国
家
の
現
在
』
岩
波
書
店
、
’
一
六
頁
．
（伽）己⑩一○一届」・醤】・南日外相が大使に説明した当初の訪問予定では、モスクワ到着は六月四日、六日に出発、東ドイツには六月七’
一八日、チニコスロパキァ一九’一一六日、ハンガリーニ七日Ｉ七月四日、ブルガリア七月一三’二○日、ポーランド二八日まで、モン
ゴルは八月七’九日であったＳ⑩］。←届』・画駕・）。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
｛
下
斗
米
）
七一
（皿）ロ⑮一○一二』・巴二・
（川）己の一．一局』・侭②．
（川）己の一．一二」・］忠．
（Ⅲ）ＤＣ－Ｃ二二』・一コ・大使への朴義暁の説明。
（川）□の一Ｃ畠⑤』・巨・
（”）己の一．←良一・瞳四・ソ辿系朝鮮人で、東ドイツ大使朴吉池のイワノフ大使との会談。五月七日。（記述の四月は誤り｝・ブルガリア大
使のグリゴロフもソ辿大便に、金日成は「主人」以外の何者でない、政治局員すら金に主人に対してのように接している。主人は朝鮮
労働党ではなく、金日成であって、この点で第三回労働党大会は課題を遂行しなかったと酷評したｅの］。」届』・笛③。）。
（肥）□の｜Ｃ一局」・凹邑．
（ｗ）ロの一○筐蝉一・層『・朴によれば、ブレジネフが地方を訪問したとき、食樋配給事情を聞いたがこたえがなかったのは「五○パーセン
トの住民に食糧はなかった」からだという。
（妬） 産党員であった朝鮮人の党瀞をなくし、状況に応じて朝鮮労働党員とすること、日本に一’二名の労働党代表を派遣することを決めた。
この決定は、ソ巡共産党には、日本共産党北京局の袴田里見の名前でソ迎共産党中央委員会に送付されたｅの一．一惠』・』雷・）。
（
理
和
田
春
樹
『
金
曰
成
と
満
州
抗
日
戦
争
』
平
凡
社
、
三
七
二
頁
。
和
田
春
樹
『
金
曰
□つ一（》二一一・一・扇③。
Hosei University Repository
戸一、￣、￣、伊ロ、￣、へ－，宍一、へ－、へ‐－、ヘー、へ_兇一閃グー、￣、戸一、
'３１１３０１２９１２８１２７１２６１２５１２４１２３１２２１２１１２０１１９１１８１１７１１６１１５１MⅡ３１１２１１１ 
，－〆～〆～〆、‐'、－プ、、〆～〆、￣､￣、￣、￣－戸～〆■‐、￣、￣～￣-－■￣、－
（伽）Ｃの一Ｃ』臣」・侭『・
（川）□の一。←』』』・葛〒⑪一・一○月八日、イワノフ大使と金旦
迎から逃亡した人物だと南日はその時ソ連側に答えていた。
、の一．哩屋〕］．⑫畠・
ロの］。』二」・哩凹Ｐ
ｐの一○一Ｅ」。⑫函Ｐ
Ｃ①］。」旨』・山酉つ・
ロの一．』』】』・』筐・
口の一．』』］」・山岳．
己⑮一．』』］」曰山車「
□巴。←■］》］・醇四②。
□の一．←三・一・四巴・
Ｃ＆Ｃ←』」』・醇曇陣
己の一○台］」’哩邑印’
□巴。』』』」・四一ｍ．
□の一．含］』’四ｍ』・
□＆◎邑巨・］・四四二・
Ｃの］。」二」・』］塵
己の一．祭皀・「・』」』．
ロ①』。←Ｅ』・望『・
口の一○」』］』・瞳昌・
ロの｝ｏ全］」・迺画。．
】すコユ。。
】ご｝。。』 法学
志
林
》
Ｃ巴Ｃ』臣ご】。、頤『。 第
一
○
三
巻
第
一
号イワノフ大使と金日成会見ｅの一○埠巨』・）。朴動一は築団化の時期にクラーク全滅をおそれ、ソ
七
二
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ヘー、‐、_、－、￣、￣､－－、￣、－－臣一一
M７１ｲ６１Ｉ５１Ｍｌｲ３１｜２１４１１４０１３９１３８１３１１３６１３５ 
－〆、￣～グ～＝￣〆功一ｸﾞ～〆－－〆、￣～〆－－夕
己ロロロロ□己･･ロロ‐･
の⑥⑤の（、の①⑩⑤の⑩（℃①
￣－－￣￣－－－－－－－－ 
●ｃｃ。●｡。。◎･･｡｡
←由上二一一一←￣－－←￣￣
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣  
･￣￣￣￣●￣￣￣●￣￣･ 
￣凸一一一一⑪ ￣■＝■
￣￣￣￣●●－0－－－Ｄ－｡－0-口－
￣ 
[□tｏい、［､｡□ｔ､、［､９［｡tｑＯｂＣ［hＤｔＱｔ､９
ｺｇ蜜ごＳ：造造さちぢ鴎圏韻
｡｡.｡［｡｡．．．□｡．． 
（醜）ご匡・・哩圏・
（剛）□の一．倉」》
（剛）冒己・・患』。
（剛）□の］ｏ全Ｐ一・ヨ』・
（川）□の一Ｃ含つ』’昌一・
（Ｍ）Ｄｃ－Ｃ含戸一・酒ゴ．
ちなみにこの闘争を指導した金日成が、はたして一九四五年の北朝鮮指導者金日成と同一かという議論がある。近鮪大介『北朝鮮を
継ぐ男』草思社、はここで実際金日成を先導したことで逮捕された朴金諾が、偽物と知りつつ金日成を本物であると言う税を取ってい
る（二四○ページ）。他にも李命英『金日成は四人いた』成甲癖房、二○○○年がある。しかし李相朝はこの税は取ってはいない。
ちなみに日本の研究者でこの普天塁作戦について薔いている歴史家に和田春樹教授がいる今金日戒と満州抗日戦争」平凡社、一九
九二年一八四ページ、和田は、退却戦でのことを、日本側が壊滅的被害をうけたことを「逃げ帰った」と表現している（一八七ペー
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
（
下
斗
米
）
七三
］ず】巳。。』画一
□の一．』巨」・哩凹』．
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（川）Ｄｍ－ｏ一惠」・圏・一○月三日。
（脳）ロの一．一局」・』＆。
￣、￣、ヘー、￣、￣、一戸‐、￣、￣、
I６０１５９１Ｉｉｌｌ５７１５６１３１ｉｌ５（ｌｉ３１ｍＩ５１ 
、￣、￣、￣～少～＝～プ､■プ、－〆～グ■－〆
（鯛）己の一．』震」・空急．
（川）湯且『句一官三一ｓご『Ｑ冴冴賛」ニロミ》』【Ｓ面黛篁③忌菖ｓ句ミロ②‐②』畠蔦貝琶司・」ぬ劃自己「・○【困曾さ】｜筥勗一器・
（脇）旨二・』ぢ・実際朴一禺は、一一月の党中央の決定で家庭軟禁から中国に送付されたｅの］。←患』・轡冨）。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
七四
ジ）。同時に『東亜日報』の報道からして「金一成一派」の襲曝で「追撃警官七名死亡」と報道を紹介している。みすずの「現代史資
料
」
を
引
用
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
、
中
国
共
産
党
の
新
方
針
、
普
天
塁
事
件
の
成
功
、
そ
し
て
日
中
戦
争
の
勃
発
と
並
ん
で
、
朝
鮮
民
族
解
放
に
い
か
に
熱
狂
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
、
と
も
評
価
し
て
い
る
二
九
一
ペ
ー
ジ
）
。
つ
ま
り
金
日
成
の
成
功
物
語
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
同
様
の
評
価
は
『北朝鮮ｌ遊撃隊国家の現在』でもうかがえる（『同書』三七ページ）。和田教授が引用しているのは日本の朝鮮統治資料の判決文で
あ
る
が
、
住
々
に
し
て
、
当
局
と
革
命
家
と
は
し
ば
し
ば
こ
の
手
の
事
件
を
、
お
互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
事
傭
か
ら
誇
大
に
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
東
亜
日
報
の
権
五
埼
氏
も
こ
の
事
件
を
、
金
日
成
が
過
大
な
宣
伝
に
使
っ
た
と
み
て
い
る
。
ち
な
み
に
権
氏
は
こ
の
過
大
な
東
亜
日
報
の
記
事
を
平
壊
の
金
日成博物館が引き延ばして使っていることに批判的に言及している（『韓国と日本国」朝日新聞二○○四年、五九ページ）。和田教授は
ま
た
自
己
の
本
の
表
紙
に
こ
の
記
耶
を
引
用
し
て
い
る
。
あるが、
ている。Ｃの］○一局」・』。←ＩＣ⑤，．
己の一○全。」・蒔塵塵・
ロ①］Ｃ』ご』・画②い
□の】◎筐Ｐ一・ｍ』垣・
ロロの豊昌ミ三日ロ〈ロｏｎ」①漣－霞・冨・・ｇｇ．｝急・
■丙丙。○○］鵠←－窪・筥・・曽冨・患』
□の｜Ｃ筐Ｐ一・画『⑫．
□の一．会・’・凹望・
ロ①一○一ｓ」・由里・
ロ③］ｏ』Ｓ」・呂学。
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（川）ＤＣ］Ｃ一農一・農山一・
（伽）ロ⑩一．窟①」・路Ｐ’九五六年一○月一五日付け、ソ迎共産党連絡部副部長Ｉ・ビノグラドフから中央委員会宛
（剛）ロの］Ｃ盆①》一・』韻・ルーマーーァ大使フィッシャーのイワノフ大使との会話一○月三○日、大使日誌。北朝鮮の幹部で六○年代にソ連
に亡命する林隠（仮名）は、一．北朝鮮王朝成立史』のなかで、金日成らがこの「十月宣言」を「空手形ではない」、として「大粛清の免
スターリン批判と金日成体制（下斗米）
七五
（燗）□の一○台⑦』・腿．
（伽）ロの一・一窓』・筐』・金日成は、両国政府からの抗議を取り次いだ大使に、ミコャンら中ソの代表がきて、その圧力で決定を変えたと
したくない、と語った（一・選巴。
（耐）ロの］。』患』・患・’○月三日。
（川）□の］９－患・一・路山一．
（燗）一）の一。←忠」・侭・日誌九月二七日。
（川）□の一○」恩』・閏．
（、）己の一．二二》一等巴・
（、）Ｃ⑤一○二患」・巴．
（剛）□の』○台③』』②．
（剛）ロの一○』患』・］Ｉ］『・一九五六年一二月二八日付、「朝鮮労働党と朝鮮民主主義人民共和国の愉勢に寄せて」一三ページ。
（Ⅷ）□の一○」二．一・患『・一｜月はじめ段階でのイワノフ大使と、中国臨時大使の九月事件以降の評価も微妙に食い違ってきた。イワノフ
大
使
は
や
や
前
向
き
に
み
た
が
、
ツ
ァ
オ
臨
時
大
使
は
判
断
に
は
時
期
尚
早
と
み
た
（
一
・
欝
巴
。
ま
た
中
国
に
逃
れ
た
四
人
の
幹
部
が
帰
国
を
希
望
し
て
い
な
い
こ
と
、
中
国
、
ソ
連
の
両
党
に
手
紙
を
書
き
、
金
日
成
指
導
部
が
、
解
放
後
と
朝
鮮
戦
争
中
、
若
干
の
著
名
な
党
活
勤
家
を
殺
害
し
、
国
の
指
導
を
誤
っ
た
、
ま
た
個
人
崇
拝
批
判
を
や
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
イ
ワ
ノ
フ
大
使
に
語
っ
た
。
他
方
、
イ
ワ
ノ
フ
は
、
李
相
朝
大
使
が
解
任
さ
れ
、
か
わ
っ
て
党
学
校
教
育
部
長
の
李
信
八
が
大
使
と
な
る
予
定
と
伝
え
た
。
（、）弓二・・患一・
（川）ロの一○急か一・②＆・シェステリコフ参事官日誌。ソ連派と中国派とがおたがいをけなしあって、金日成派に利用されるという櫛図も
あ
っ
た
。
崔
庸
健
は
ソ
連
派
に
厳
し
い
か
ら
と
、
中
国
派
が
崖
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
と
、
ソ
連
大
使
館
に
駆
け
込
ん
だ
朴
某
は
シ
一
一
ス
テ
リ
コ
フ
参
事
官
に
説明していた。大使館は政治介入しない、情報は労働党に出すべきだと参事官は忠告したｅの一○一患」・酋冨・）。
Hosei University Repository
グー〆■、宍へ‐、一氏一、￣、デー、戸口、ダニ、尹宍、
１０６１９５１９４１Ｍｌ９２１９Ｉｌ９０１８９１８８１８７］８６ 
－㎡～ザ－〆～〆、－㎡～ザ～〆～ｸﾞﾐープ､＝ザ、－〆
（Ⅲ）ロの一・二霊』・萱『・
（伽）ロの］Ｃ畠の』・患．ちなみにこのことをソ連共産党中央委員会に報告した対外共産党連絡部副部長ピノグラドフらは、李相期が、労働
党
指
導
者
に
否
定
的
発
言
を
す
る
こ
と
を
慎
ま
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
法
学
志
林
第
一
○
三
巻
第
一
号
七六
許状」とみなし利用するようになる、と記した（林隅『前掲秘』、二一三ページ）。
（伽）□の】・台の』・器切．ちなみに、ハンガリー悩勢が緊張し、中立を宣言する一○月末Ｉ｜｜月、ハンガリー大使は、イワノフ大使に、
ナ
ゾ
批
判
を
始
め
て
い
た
。
三
人
の
「
反
動
的
な
医
師
」
が
北
朝
鮮
大
使
館
か
ら
西
側
に
亡
命
し
た
と
い
う
。
カ
ロ
イ
大
使
は
、
カ
ダ
ル
を
支
持
す
る
ソ
迎
の
介入支持を伝えた（一・患⑦）。実際、この時期の世界各国のハンガリー大使館は分裂していた。なかでも中国大使館では「革命委員会」
ができ、ナジ政府側を支持していた（一・⑭認）。一時北京のハンガリー大使館にも一八四九年の国旗が掲げられた。東ドイツ大使館でも
革命委員会ができたが、やがて力ダル政樋ができると大使も大使館に戻り、革命委員会は消滅したという。
（剛）□の］Ｃ台③』・ヨ】．
なお本稿は平成一六年度科学研究費基盤⑧の研究プロジヱクト「東アジア冷戦の研究」に基づくものである。各プロジェクト関係者の
方や、佐賀大学森信善、アンドレイ・ラーーコフ（現・靴国国民大学）、林建彦（東海大名誉教授）、季錘之（立教大教授）などの方から
も御教示賜わった。
□畠Ｃ』画の』・扇・
口の］。←②③」・哩一－聿罰
□の］。←つむ』・】苣・
己の一．一一勇一・】含・
□の一○』函の」』１．．
口の一。←⑭③』・Ｚ。
Ｃの］。』⑫の」・忌・
己の一Ｃ含］」・』『。
□巴。』隼年』・』二・
Ｄｃ－Ｃ一．Ｐ｜・庭Ｃｌ函。
□の一○一』②」・扇。
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